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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

１
月
１
日
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
の
被

災
地
を
支
援
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
三
木
伸
夫
会
長
）
が
20
日
、

紀
伊
國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
前
で
街
頭
募
金
を

行
っ
た
。
店
内
に
も
レ
ジ
横
に
募
金
箱
が
設

置
さ
れ
た
。
21
日
に
は
Ｎ
Ｙ
石
川
県
人
会（
宮

本
ボ
ー
グ
麗
会
長
）
も
参
加
し
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
日
系
商
業
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、
ジ
ャ

パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
募
金
運
動
を
行
っ
た
。

   （
写
真
・
三
浦
良
一
、
関
連
記
事
５
面
に
）

能登半島の被災者救済募金

ラ
イ
ア
ン
ス
は
現
在
、
ロ
ウ
ア

ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
舞
台
に

し
た
映
画
製
作
者
を
募
集
し
て

い
る
。 

　

志
願
者
は
、
８
〜
40
分
の

シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
の
た
め

に
、
な
ぜ
自
分
が
３
〜
５
ペ
ー

ジ
の
脚
本
を
作
成
す
る
の
に
適

当
な
の
か
を
述
べ
た
１
分
間
の

YouTube

動
画
を
提
出
す
る
。

舞
台
と
な
る
ロ
ウ
ア
ー
・
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
範
囲
は
、
北
は
チ

ャ
ン
バ
ー
ズ
通
り
、
南
は
ザ
・

バ
ッ
テ
リ
ー
、
西
は
ハ
ド
ソ
ン

川
、東
は
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
で
、

ジ
ャ
ン
ル
は
ア
ニ
メ
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
な
ど
特
に
問
わ
な

い
。
応
募
締
め
切
り
は
２
月
16

日
（
金
）。 

　

審
査
は
、
同
団
体
代
表
の
ほ

か
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
映
画
祭
の
最

高
執
行
責
任
者
や
、
Ｎ
Ｙ
市
メ

デ
ィ
ア
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
局
長
で
映
画
監
督
の
ク
ワ

メ
・
ア
モ
ア
ク
氏
な
ど
、
同
地

区
の
文
化
的
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が

行
い
、
合
格
者
は
３
月
５
日
頃

に
発
表
さ
れ
る
。
合
格
者
に
は

映
画
製
作
費
５
万
ド
ル
の
ほ

か
、
今
年
７
〜
９
月
の
製
作
期

間
２
か
月
分
の
給
与
（
月
々

２
０
０
０
ド
ル
）
の
ほ
か
、
住

居
用
の
高
級
ア
パ
ー
ト
、
編
集

ス
タ
ジ
オ
の
利
用
が
提
供
さ
れ

る
。
応
募
に
は
国
籍
な
ど
は
問

わ
な
い
た
め
、
映
像
作
家
に
と

っ
て
は
Ｎ
Ｙ
デ
ビ
ュ
ー
の
チ
ャ

ン
ス
だ
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttp://downtownnyc.

whishpondpages.com/

を

参
照
す
る
。 

　

ロ
ウ
ア
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
地
域
活
性
化
を
促
す
擁
護

団
体
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
ア

映
画
製
作
者
を
募
集

ロ
ウ
ア
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
主
題
に

応
募
締
め
切
り
２
月
16
日

ヘ
ル
プ
！

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

　
「
日
本
一
お
い
し
い
宮
崎
牛

を
も
っ
と
幅
広
く
活
用
し
て
く

だ
さ
い
」
と
宮
崎
県
主
催
の
宮

崎
牛
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的

と
し
た
ラ
ン
チ
イ
ベ
ン
ト
が
22

日
午
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ

ッ
ク
ラ
ン
ド
郡
ヒ
ル
バ
ー
ン
の

マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
（
多
田
貴

将
社
長
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

日
本
の
和
牛
輸
出
の
４
割
を

占
め
る
宮
崎
牛
を
河
野
俊
嗣
知

事
自
ら
が
来
米
し
て
招
待
客
に

宮
崎
牛
の
幅
広
い
利
用
を
訴
え

た
も
の
で
、
当
日
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
の
遠
藤

彰
首
席
領
事
、
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ

事
務
所
の
高
橋
英
行
次
長
、
Ｎ

Ｙ
宮
崎
県
人
会
の
齋
藤
俊
輔
会

長
は
じ
め
、
米
国
で
の
宮
崎
牛

の
輸
入
販
売
元
・
Ｎ
Ｙ
共
同
貿

易
の
中
西
亜
美
上
級
副
社
長
、

報
道
、
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者
ら

１
２
０
人
が
招
待
さ
れ
た
。

　

日
本
か
ら
は
河
野
知
事
は
じ

め
、
宮
崎
県
議
会
の
濵
砂
守
議

長
、
宮
崎
県
経
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
の
平
島
善
範
代
表
理

事
副
会
長
、
宮
崎
牛
の
株
式
会

社
ミ
ヤ
チ
ク
の
有
馬
慎
吾
社
長

ら
が
ホ
ス
ト
役
を
務
め
た
。
宮

崎
牛
は
現
在
、
Ｎ
Ｙ
共
同
貿
易

な
ど
専
門
業
者
を
通
じ
て
輸
入

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
米

国
で
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
レ
ス
ト
ラ

ン
が
宮
崎
牛
の
指
定
店
と
し
て

認
証
さ
れ
た
。
23
日
に
は
西
海

岸
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
も
同
様
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
７
面
に
）

河
野
知
事
「
お
い
し
さ
日
本
一
」
売
り
込
む

挨拶する河野知事（22日、マウントフジで）

宮
崎
牛
を
米
国
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

https://www.restaurantnippon.com/
http://hinomaru-limo.com
http://downtownnyc.whishpondpages.com/


2024年（令和 6年）1月 27日（土） ［総　合］　　（2  ）

　

第
二
次
世
界
大
戦
時
、
大
統

領
令
に
よ
り
強
制
収
容
所
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
日
系

米
国
人
。「
当
時
の
米
国
の
判

断
は
違
憲
」
と
し
て
戦
後
数
十

年
に
わ
た
り
国
と
戦
い
、
米
国

政
府
か
ら
の
謝
罪
を
勝
ち
取
っ

て
日
系
人
の
人
権
を
回
復
さ
せ

た
人
権
活
動
家
フ
レ
ッ
ド
・
コ

レ
マ
ツ
氏
の
功
績
を
讃
え
、
同

氏
の
誕
生
日
で
あ
る
１
月
30
日

を
「
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
・

デ
ー
」
と
し
て
「
移
民
の
自
由

と
人
権
を
守
る
日
」
に
し
よ
う

と
い
う
動
き
が
全
米
で
起
き
て

い
る
。

　

自
身
も
強
制
収
容
所
の
出
身

で
青
年
期
に
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

で
従
軍
経
験
も
あ
る
日
系
米
国

人
実
業
家
、
古
本
武
司
氏
ら
に

フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
・
デ
ー

式
典
30
日
に
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で

「
全
米
の
記
念
日
に
」

古本氏

よ
る
各
議
会
へ
の
働
き
か
け
な

ど
の
尽
力
で
、
Ｎ
Ｙ
近
郊
で
は

２
０
１
７
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
を
は
じ
め
、
２
０
２
０
年
に

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ
ー

ト
リ
ー
区
、
そ
し
て
２
０
２
３

年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
が

州
全
体
で
同
日
を
正
式
に
記
念

日
と
し
て
認
定
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で
は

２
０
２
０
年
以
降
、
毎
年
同
日

に
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
て
き

た
が
、
今
年
も
30
日
（
火
）
の

午
後
６
時
か
ら
、
同
区
内
に
昨

年
オ
ー
プ
ン
し
た
「
映
画
の
殿

堂
」
こ
と
バ
リ
モ
ア
・
フ
ィ
ル

ム
・
セ
ン
タ
ー
（
フ
ォ
ー
ト

リ
ー
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

１
５
３
番
地
）
で
「
フ
レ
ッ
ド
・

コ
レ
マ
ツ 

自
由
と
憲
法
の
日

２
０
２
４
」
と
題
し
た
記
念
式

典
を
開
催
、
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で

５
年
目
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
で
２
年
目
と
な
る
記
念
日
を

祝
う
。
当
日
は
、
区
や
州
の
代

表
者
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
の
ほ

か
、
日
系
米
国
人
に
関
す
る
短

編
映
画
の
上
映
な
ど
も
含
め
、

フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
氏
の
功

績
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
い
る
。
今
回
は
初
め
て

２
５
０
席
あ
る
会
場
で
の
開
催

と
な
る
た
め
、
事
前
登
録
は
必

要
だ
が
一
般
の
参
加
者
も
受
け

付
け
る
。

　

古
本
氏
は
「
こ
の
先
何
十
年

も
か
か
る
が
、
最
終
的
に
は
全

米
全
て
の
州
で
フ
レ
ッ
ド
・
コ

レ
マ
ツ
の
日
を
州
の
記
念
日
に

認
定
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目

標
。
そ
の
た
め
に
は
こ
の
活
動

を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
な
の
で
、
若
い
世
代

の
日
系
人
や
日
系
教
育
機
関
の

関
係
者
も
是
非
参
加
し
て
欲
し

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

参加事前登録は次のリンクから。
https://docs.google.com/

forms/d/e/1FAIpQLSf7HX-qv-
Vkji5A3gje6wfV5MOa6dLDS-
wqZhVE4IJv4_mOfQ/viewform

チケットは
https://www.eventbrite.com/

e/iiny-2024-japanese-culture-
program-mini-fl ower-show-

tickets-800211783987?aff =ebds
hpsearchautocomplete

　

生
け
花
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
Ｎ
Ｙ
企
画
「
生
け
花
ミ
ニ
フ

ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
＆
琴
・
三
味
線
」

が
２
月
８
日
（
木
）
午
前
11
時

30
分
か
ら
、Ｎ
Ｙ
日
系
人
会（
Ｊ

Ａ
Ａ
、西
45
丁
目
49
番
地
５
階
）

で
開
催
さ
れ
る
。
琴
と
三
味
線

の
演
奏
は
石
榑
雅
代
さ
ん
。
正

音
楽
と
生
け
花
の
集
い

２
月
８
日
Ｊ
Ａ
Ａ
で

　

商
業
演
劇
業
界
団
体
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
・
リ
ー
グ
は
、
18
歳

以
下
が
無
料
で
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
公
演
を
観
劇
で
き
る
「
キ
ッ

ズ
・
ナ
イ
ト
・
オ
ン
・
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
」
を
２
月
13
日
（
火
）

に
開
催
す
る
。 

　

参
加
す
る
シ
ョ
ー
は
「
ラ
イ

オ
ン
・
キ
ン
グ
」
や
「
ア
ラ
ジ

ン
」、「
ウ
ィ
キ
ッ
ド
」、「
ハ
リ

ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
呪
い
の
子
」

を
含
む
人
気
の
全
14
作
品
。
同

団
体
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
セ
ン

ト
・
マ
ー
テ
ィ
ン
会
長
は
公
式

の
声
明
で
「
Ｎ
Ｙ
市
ま
た
は
郊

外
在
住
者
の
初
め
て
の
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
観
劇
年
齢
は
、
平
均

14
〜
15
歳
と
な
っ
て
い
る
。
若

い
年
齢
で
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

体
験
は
、
き
っ
と
芸
術
に
対
す

る
関
心
を
伸
ば
す
特
別
な
思
い

出
と
な
り
、
生
涯
の
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
の
フ
ァ
ン
と
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
伝
え
て
い
る
。 

　

通
常
料
金
を
支
払
っ
た
大
人

が
同
伴
す
る
こ
と
が
条
件
。
チ

ケ
ッ
ト
購
入
は
ま
ず
同
イ
ベ
ン

ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（https://

kidsnightonbroadway.
com/

）
で
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
・

フ
ァ
ン
・
ク
ラ
ブ
に
登
録
す
る
。

各
劇
場
は
、
合
唱
や
ア
ー
ト
、

講
演
な
ど
も
企
画
し
て
お
り
、

特
別
料
金
で
食
事
を
提
供
す
る

近
隣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
る
。

参
加
す
る
シ
ョ
ー
の
詳
細
も
同

サ
イ
ト
を
参
照
す
る
。

18
歳
以
下
は
誰
で
も
無
料 

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
観
劇

　

昨
年
10
月
、
4
年
ぶ
り
に
Ｎ

Ｙ
ラ
イ
ブ
を
行
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
在
住
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
矢
野

顕
子
。
フ
ァ
ン
の
熱
い
要
望
に

応
え
て
、
今
年
は
6
月
16
日

（
日
）
午
後
６
時
か
ら
ジ
ョ
ー

ズ
パ
ブ
（
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト

通
り
４
２
５
番
地
）
で
ラ
イ

ブ
を
開
催
す
る
。
チ
ケ
ッ
ト

発
売
中
。
昨
年
同
様
、
毎
年

夏
に
日
本
ツ
ア
ー
を
行
う
ウ

ィ
ル
・
リ
ー
（
ベ
ー
ス
＆
ボ
ー

カ
ル
）、ク
リ
ス
・
パ
ー
カ
ー（
ド

ラ
ム
ス
）
と
の
ト
リ
オ
で
の
出

演
と
な
る
。

　

最
新
作
品
は
、
6
人
目
の
日

本
人
宇
宙
飛
行
士
で
あ
る
野
口

聡
一
氏
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
『I W

ant to See You So 
Badly

（2023
）』。 

野
口
氏

が
２
０
２
０
年
の
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
長
期
滞
在
中
に
書

い
た
歌
詞
に
矢
野
が
作
曲
し
た

ア
ル
バ
ム
。

　

入
場
料
は
40
ド
ル
。
チ

ケ
ッ
ト
・
詳
細
は https://

publictheater.org/
productions/joes-
pub/2024/a/akiko-yano-
trio/

を
参
照
す
る
。

矢
野
顕
子
ト
リ
オ
６
月
公
演

ラ
イ
ブ 

チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始

午
12
時
か
ら
の
会
食（
お
弁
当
）

会
場
で
は
、
ミ
ニ
生
け
花
の
展

示
会
も
行
わ
れ
る
。

　

参
加
費
は
一
般
40
ド
ル
、
会

員
25
ド
ル
（
お
弁
当
込
み
）。

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

info@ikebanany.org

ま
で
。

日系移民の人権守る

http://shinbashi72.com/
https://www.instagram.com/hi_collar/
http://jmart-usa.com/en/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://minglesoho-ny.com/
https://www.hondag.com
https://kidsnightonbroadway
https://kidsnightonbroadway
https://p
mailto:info@ikebanany.org
mailto:info@ikebanany.org
mailto:info@ikebanany.org
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf7HX-qv-Vkji5A3gje6wfV5MOa6dLDS-wqZhVE4IJv4_mOfQ/viewform
https://www.eventbrite.com/e/iiny-2024-japanese-culture-program-mini-flower-show-tickets-800211783987?aff=ebdshpsearchautocomplete
https://publictheater.org/productions/joes-pub/2024/a/akiko-yano-trio/
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 日本クラブからのお知らせ
■2024 年シーズン日本クラブ冬季テニス
　＜ 2月大会・参加者募集中＞

 2 月テニス大会を 2 月 3 日（土）と 10 日（土）に、ブロ
ンクスのキャリーリーズ・テニスセンターで開催いたし
ます。2月の種目はダブルス・オープンと女子ダブルスで、
トーナメント形式による勝ち抜き戦です。現在参加者を
募集中です（日本クラブ会員、会員ゲスト、また一般も
参加可）。大会の詳細・お申し込みは www.nipponclub.
org のイベント欄をご覧ください。

■日本クラブ スペシャル音楽鑑賞イベント
     『Magical Night at Carnegie Hall Vol.2』（会員限定）
 ○日時： 2 月 6 日（火）
     ディナー 6PM ～、コンサート 8PM ～
 ○参加費： $175 （ディナー、チケット、税・サ込）
 日本クラブで特製ディナーボックスをお召し上がりいた

だき、その後カーネギーホールにて、世界有数のソプラ
ノ歌手、ディアナ・ダムラウのスペシャル・リサイタ
ル、”Diana Damrau, Soprano Helmut Deutsch, Piano” を
ご鑑賞いただきます。そして今回特別に、開演前とイン
ターミッションの間に「Patron Lounge」（年間ドナー専
用ラウンジ）でおくつろぎいただきます。お問い合わせ
は info@nipponclub.org まで。

■カルチャー講座
 「クラシックコンサート事前レクチャー」
 ○第一回 （2/1） ショパン・コンクール優勝者ブルース・

リウのＮＹデビュー解説
 ○第二回 （2/15） 絶対にあなたも耳にしている「カルミナ・

ブラーナ」解説
 ＮＹフィル（リンカーンセンター）、カーネギーホールで

行われる、初心者でも楽しめそうなクラシックコンサー
トを 2 つ選び、指揮者・伊藤玲阿奈氏が分かりやすく解説。
コンサートを何倍も有意義にできるレクチャーです（※
チケットの手配は行っておりません、各自でご購入くだ
さい）。詳細、お申し込み： www.nipponclub.org/culture 

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 　www.nipponclub.org 

　

ア
ー
ト
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
リ
ー
ズ
５
「STEPPING 

INTO A WORLD II

」
が
２
月

15
日
（
木
）
か
ら
21
日
（
水
）

ま
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
マ
ッ
ク

ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
５
５
２
番
地
）
で
開

催
さ
れ
る
。
同
展
は
、
エ
ミ
ー

賞
放
送
作
家
の
安
達
元
一
と
Ｎ

Ｙ
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
佐
藤
恭
子

に
よ
る
展
覧
会
シ
リ
ー
ズ
の
第

５
弾
で
、
公
募
し
て
審
査
を
通

過
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品

を
展
示
す
る
。

　

参
加
作
家
はtakayuki. o

（
最
優
秀
賞
）、
清
水
秋
義
、

Colorful U-go

、
か
ず
き
と

が
せ
、
石
倉
か
よ
こ
、
紫
紺
、

朋
嘉
、
石
川
祐
太
郎
（
優
秀

賞
）、ANYO HIROTA

、
松

本
治
己
、JUNKO M Pika

、

kei.kaori

、
原
玲
子
、yama_

collage

（
準
優
秀
賞
）、
香
澄

ル
ビ
ー
、MAKKY

、NIM

、

TOKUDA MANAMI

、

の

ぶ

こ
、Shuto

、SYOICHI 
KOBAYASHI

、
ホ
リ
コ
シ
テ

ル
オ
、Tomomi Hayashida

、

UEDAmasashi

、YUYU 
ICHITOMI

（
入
選
）。
ゲ
ス
ト

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
Ｎ
Ｙ
で

活
動
す
る
ク
リ
ー
ク
・
シ
ュ
レ

イ
、
エ
ヴ
ァ
・
サ
ル
メ
ロ
ン
、

ゴ
ー
ド
ン
・
キ
ン
ド
ロ
ン
、
イ

マ
ニ
ュ
エ
ル
・
オ
ニ
、
岡
野
真

人
、
藤
島
マ
ッ
ク
ス
、
リ
チ
ャ

ー
ド
・
フ
ォ
ー
ド
３
世
も
参
加

す
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
は
15
日
（
木
）
午
後

６
時
か
ら
８
時
ま
で
。

　

ま
た
、
２
月
14
日
（
水
）
午

後
８
時
か
ら
９
時
ま
で
、
シ
リ

ー
ズ
第
６
弾
「
世
界
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
１
０
０
人
：Stepping 

Into Times Square

」
展
と

し
て
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
紹
介
す
る
。
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
清
水
秋
義
、

ANYO HIROTA

、
香
澄
ル
ビ

ー
、KOSHO

、
松
本
治
己
、

後
藤
実
樹
、
の
ぶ
こ
、 

廣
安
修

像
、
ホ
リ
コ
シ
テ
ル
オ
。

２月 15日から
ギャラリー・マックスNYで
タイムズスクエアでもスクリーンに

STEPPING 
INTO

A WORLD II

最優秀賞、takayuki.o「宴の跡」2023 年

https://www.nipponclub.org/
mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://shopnyseikatsu.com/
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

今
ま
で
個
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
事
業
家
の
方
々
が
ア
メ
リ

カ
で
就
労
す
る
た
め
の
ビ
ザ
と

し
て
Ｏ-

１ 

ビ
ザ
を
説
明
し

て
き
ま
し
た
。
個
人
で
は
な
く

て
グ
ル
ー
プ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
す
る
た
め
の
ビ
ザ
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
ｐ-

１
ビ
ザ
で

す
。
こ
の
ビ
ザ
の
対
象
に
な
る

の
は
、
交
響
楽
団
が
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
や
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
演
奏
す
る
と
か
、
ポ
ッ

プ
ス
や
ロ
ッ
ク
の
バ
ン
ド
が
全

米
ツ
ア
ー
を
す
る
と
か
、
ダ
ン

ス
カ
ン
パ
ニ
ー
や
劇
団
が
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
イ
や
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
で
公
演
を
す
る
と
か
に

使
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
サ
ッ
カ

ー
や
野
球
の
ス
ポ
ー
ツ
・
チ
ー

ム
も
ｐ-

１
ビ
ザ
申
請
が
可
能

で
す
。
ｐ-

１
ビ
ザ
は
パ
フ
ォ

ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
の
グ
ル
ー
プ

と
ス
ポ
ー
ツ
・
チ
ー
ム
と
は
異

な
り
ま
す
が
、
今
回
は
音
楽
や

ダ
ン
ス
、
劇
団
等
の
グ
ル
ー
プ

ビ
ザ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
ｐ-

１
ビ
ザ
を
取
得
す
る
に

は
、
ア
メ
リ
カ
で
受
け
入
れ
る

申
請
者
が
あ
る
こ
と
。
そ
し
て

ま
ず
次
の
４
種
類
の
書
類
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
日
付

や
場
所
を
記
載
し
た
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

▽ 

主
催
者
側
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
間
で
交
わ
し

た
契
約
書

▽ 

グ
ル
ー
プ
と
し
て
少
な
く

と
も
１
年
間
は
活
動
し
て
い
た

と
い
う
証
明

▽ 

各
メ
ン
バ
ー
が
何
年
何
月

か
ら
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い

た
か
と
い
う
記
載
し
た
申
請
者

か
ら
の
書
状

　

ま
た
、
次
の
６
つ
の
う
ち
少

な
く
と
も
３
つ
以
上
の
項
目
を

証
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

▽ 

著
名
な
グ
ル
ー
プ
と
し
て

現
在
ま
で
国
内
外
で
シ
ョ
ー
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
そ
の
シ

ョ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
関
し
て
の
新

聞
・
雑
誌
の
批
評
や
記
事

▽ 

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト

や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
分

野
に
お
け
る
業
績
を
認
め
ら

れ
、
国
内
外
で
評
価
さ
れ
て
い

る
賞
な
ど
の
受
賞
者
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
資
料

▽ 

グ
ル
ー
プ
と
し
て
主
要
な

新
聞
、
雑
誌
な
ど
に
紹
介
さ
れ

た
記
事

▽ 

商
業
的
に
成
功
し
た
こ
と

を
示
す
資
料
、
た
と
え
ば
興
行

収
入
、
Ｃ
Ｄ
売
り
上
げ
や
チ
ャ

ー
ト
・
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど

▽ 

グ
ル
ー
プ
と
し
て
著
名
な

組
織
や
団
体
に
主
要
な
役
割
を

果
た
し
た
、
ま
た
は
今
後
果
た

す
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
証
明

す
る

▽ 

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト

や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
分

野
に
従
事
し
て
い
る
他
の
グ
ル

ー
プ
と
比
較
し
て
多
額
の
出
演

料
そ
の
他
の
報
酬
の
受
け
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
事
実
を
証
明

す
る
資
料

　

こ
の
他
に
Ｏ-

１
ビ
ザ
と
同

様
に
、
移
民
局
に
申
請
す
る
前

に
、
同
業
者
の
団
体
や
労
働
組

合
に
ビ
ザ
申
請
書
類
を
提
出

し
、
ｐ-

１
ビ
ザ
取
得
に
関
し

て
異
議
が
な
い
と
い
う
意
見
書

を
入
手
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ｐ-

１
ビ
ザ
は
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
予
定
の
期
間
の
み
で

す
が
最
長
１
年
間
の
ビ
ザ
を
取

得
で
き
ま
す
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
１
年
以
上
続
く
場
合
は
、

ま
た
１
年
延
長
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
ｐ-

１
ビ
ザ
を
申
請

す
る
グ
ル
ー
プ
の
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
（
た
と
え
ば
演
出
家
、

ス
テ
ー
ジ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

音
響
、
照
明
、
衣
装
デ
ザ
イ
ナ

ー
、
ヘ
ア
・
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
）
な
ど
は
ｐ-

１

Ｓ
ビ
ザ
を
申
請
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る

グ
ル
ー
プ
に
発
行
さ
れ
る
ｐ-

１
ビ
ザ

　

裏
千
家
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張

所
で
18
日
、
新
春
を
寿
（
こ
と

ほ
）
ぐ
初
点
式
（
は
つ
だ
て
し

き
）
茶
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当

日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領

事
館
の
遠
藤
彰
首
席
領
事
を
正

客
に
12
人
が
招
待
さ
れ
た
。

　

初
点
式
は
同
出
張
所
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
開
設
さ
れ
た
翌
年

の
１
９
６
８
年
１
月
か
ら
続
け

ら
れ
て
い
る
恒
例
行
事
で
、
コ

ロ
ナ
禍
の
２
０
２
１
年
、
22
年

以
外
は
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

る
。
招
待
客
は
、
炭
に
火
が
回

る
間
、
茶
懐
石
の
食
事
を
楽
し

み
、
そ
の
あ
と
、
当
日
の
亭
主

を
務
め
た
裏
千
家
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
出
張
所
責
任
講
師
の
鈴
木
宗

慶
教
授
方
と
フ
ィ
ー
ゼ
ー
ル
宗

世
正
教
授
の
２
人
か
ら
も
て
な

し
を
受
け
た
。
濃
茶
と
薄
茶
を

楽
し
ん
だ
。

　

同
出
張
所
創
立
当
初
か
ら
の

駐
在
講
師
、
宮
原
宗
遊
さ
ん
か

ら
西
洋
の
ド
ラ
ゴ
ン
と
は
異
な

る
中
国
の
竜
に
ま
つ
わ
る
解
説

が
行
わ
れ
、
努
力
が
報
わ
れ
思

い
通
り
の
年
に
な
る
縁
起
の
良

い
日
本
の
辰
年
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
っ
た
。

　

茶
会
の
後
、
参
加
者
か
ら
は

「
お
茶
席
は
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
が
し
て
い
い
で
す
ね
」
と

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

裏
千
家
で
初
点
式

日
本
の
辰
年
を
寿
ぐ

　

１
月
18
日
午
前
11
時
10
分
か

ら
約
30
分
間
、
穂
坂
泰
外
務
大

臣
政
務
官
は
、
日
系
米
国
人
市

民
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｌ
）
の
推
薦

を
受
け
て
、
外
務
省
に
よ
る
対

日
理
解
促
進
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
カ
ケ
ハ
シ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
よ
り
訪
日
中
の
日
系
米
国
人

青
少
年
一
行
に
よ
る
表
敬
を
受

け
た
。

 　
冒
頭
、
穂
坂
政
務
官
か
ら

訪
日
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、

一
行
の
よ
う
な
若
い
世
代
が
自

ら
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
日
本
に
対

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
、

地
下
鉄
駅
や
バ
ス
停
に
設
置
し

た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
、
利
用
者
が

わ
か
り
や
す
く
乗
降
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
試
験
的
に
始
め
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
誰
で
も
快

適
に
駅
を
利
用
で
き
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
「
ア
ク
セ
ッ
シ
ブ

ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ
ボ
」

の
一
環
で
、
連
邦
議
会
の
チ
ャ

ー
ル
ズ
・
Ｅ
・
シ
ュ
ー
マ
ー
上

院
院
内
総
務
と
カ
ー
ス
テ
ィ

ン
・
ギ
リ
ブ
ラ
ン
ド
上
院
議
員

は
昨
年
３
月
、
同
シ
ス
テ
ム
拡

大
の
た
め
に
Ｍ
Ｔ
Ａ
に
連
邦
補

助
金
２
０
０
万
ド
ル
を
支
給
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　

利
用
方
法
は
、
ま
ず
無
料
ア

プ
リNaviLens

を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
。
携
帯
端
末
で
駅
構

内
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
、
現
在
自
分
が
い
る
ホ

ー
ム
に
到
着
す
る
列
車
は
上
り

ま
た
は
下
り
な
の
か
、
何
分
後

に
到
着
す
る
の
か
、
な
ど
を
読

み
上
げ
る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
カ

ラ
フ
ル
な
モ
ザ
イ
ク
柄
な
の
で

弱
視
の
視
覚
障
害
者
で
も
認
識

し
や
す
く
、
34
か
国
語
対
応
の

た
め
英
語
が
母
国
語
で
な
く
て

も
行
き
先
を
確
認
し
や
す
い
。

最
高
49
フ
ィ
ー
ト
（
15
メ
ー
ト

ル
）
離
れ
た
場
所
か
ら
読
み
取

れ
る
。
ま
た
２
つ
目
の
ア
プ
リ

NaviLens Go

は
、
駅
構
内
の

視
覚
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
や
乗
換

案
内
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
情
報
を

提
供
す
る
。
両
ア
プ
リ
と
も

Android

とiOS

対
応
で
、
音

声
ま
た
は
テ
キ
ス
ト
で
最
新
の

到
着
情
報
、
最
寄
り
駅
、
混
雑

状
況
を
伝
え
る
。 

　

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
や
車
掌
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
辛
い
時

は
不
安
が
生
じ
が
ち
だ
が
、
同

ア
プ
リ
は
利
用
者
が
焦
ら
ず

移
動
、
判
断
す
る
こ
と
を
促

す
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
地
下
鉄

ジ
ェ
イ
・
ス
ト
リ
ー
ト-

メ
ト

ロ
テ
ッ
ク
駅
と
バ
ス
Ｍ
23
路
線

沿
い
で
試
験
的
に
導
入
さ
れ
た

が
、
今
春
ま
で
に
さ
ら
に
地
下

鉄
１
系
統
の
72
丁
目
か
ら
ハ
ウ

ス
ト
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
９
駅

に
設
置
さ
れ
る
と
い
う
。
同
ア

プ
リ
の
利
用
方
法
な
ど
詳
細
は

https://new.mta.info/

を
参

照
す
る
。

QR コードで移動スムーズ 
視覚障害者や英語苦手でも 

す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
へ
の

期
待
を
述
べ
た
。
そ
の
上
で
強

固
な
日
米
関
係
の
礎
に
は
人
的

交
流
が
あ
る
こ
と
、
一
行
に
は

日
本
と
米
国
及
び
米
国
の
日
系

人
社
会
と
を
繋
ぐ
「
カ
ケ
ハ

シ
」
と
な
り
、
日
米
関
係
の
発

展
に
貢
献
し
て
欲
し
い
と
激
励

し
た
。
一
行
か
ら
は
、
日
本
の

科
学
技
術
協
力
や
日
本
が
進
め

る
国
連
改
革
の
取
組
に
つ
い
て

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
今
回
の
招
へ
い
に
際
し
て

の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。

日
系
青
年
が
外
務
省
訪
問

カ
ケ
ハ
シ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

穂
坂
政
務
官
が
激
励
　
フ
ロ
リ
ダ
州
の
ロ
ン
・
デ
サ

ン
テ
ィ
ス
知
事
︵
45
︶
が
21
日
、

共
和
党
大
統
領
候
補
指
名
争
い

か
ら
撤
退
し
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
前
大
統
領
︵
77
︶
へ
の

支
持
を
表
明
し
た
。
ト
ラ
ン
プ

氏
が
順
調
に
指
名
獲
得
に
駒
を

進
め
る
な
か
、
共
和
党
政
治
家

の
な
か
で
ト
ラ
ン
プ
氏
の
選
挙

運
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
副
大

統
領
候
補
を
目
指
す
動
き
が
出

て
き
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

１
月
21
日
付
電
子
版
は
、﹁
ト

ラ
ン
プ
氏
は
集
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
の
壇
上
で
副
大
統
領
候
補

選
び
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
そ
の
目
標
は
明
確
で
、
共

和
党
内
で
の
組
織
的
支
持
の
広

さ
を
誇
示
す
る
こ
と
だ
﹂
と
報

じ
た
。

　
23
日
の
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ

ー
州
予
備
選
を
前
に
同
州
コ
ン

コ
ー
ド
で
19
日
に
行
わ
れ
た
ト

ラ
ン
プ
氏
の
集
会
で
は
、
昨
年

指
名
レ
ー
ス
か
ら
撤
退
し
た
テ

ィ
ム
・
ス
コ
ッ
ト
上
院
議
員︵
サ

ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
選
出
︶、

Ｊ
・
Ｄ
・
バ
ン
ス
上
院
議
員
︵
オ

ハ
イ
オ
州
選
出
︶、
エ
リ
ー
ズ
・

ス
テ
フ
ァ
ニ
ク
下
院
議
員
︵
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
出
︶
ら
が
登

壇
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
支
持
を
訴

え
た
。

　
ス
コ
ッ
ト
上
院
議
員
は
﹁
私

た
ち
に
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
必
要

だ
﹂
と
訴
え
る
と
、
会
場
か
ら

﹁
副
大
統
領
﹂
と
応
答
が
あ
り

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
集
会

後
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
﹁
彼
︵
ス

コ
ッ
ト
上
院
議
員
︶
は
素
晴
ら

し
か
っ
た
。
そ
う
思
わ
な
い
か

い
？
﹂
と
述
べ
た
。

　
ス
テ
フ
ァ
ニ
ク
下
院
議
員
は

翌
20
日
、
Ｎ
Ｈ
州
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
に
あ
る
ト
ラ
ン
プ
氏
の
選

挙
事
務
所
を
訪
れ
た
が
、
ト
ラ

ン
プ
支
持
者
ら
か
ら
﹁
副
大
統

領
﹂
と
連
呼
さ
れ
て
迎
え
ら
れ

た
。
ス
テ
フ
ァ
ニ
ク
下
院
議
員

は
下
院
公
聴
会
で
、
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
を
明
確
に
否
定
し
な
か
っ

た
と
し
て
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大

と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
二
人
の
学

長
を
辞
任
に
追
い
込
ん
だ
こ
と

で
注
目
を
浴
び
た
。﹁
ト
ラ
ン

プ
政
権
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
立

場
で
あ
っ
て
も
務
め
ら
れ
る
こ

と
を
光
栄
に
思
う
﹂
と
述
べ
て

い
る
バ
ン
ス
上
院
議
員
は
副
大

統
領
と
し
て
よ
り
上
院
で
活
用

さ
れ
る
方
が
よ
い
と
示
唆
し
て

い
る
が
、﹁
で
き
る
限
り
ト
ラ

ン
プ
氏
を
助
け
た
い
﹂
と
述
べ

て
い
る
。

勝
ち
馬
に
乗
れ

ト
ラ
ン
プ
氏
支
持
者
が
続
々

初
点
式
で
お
茶
を
味
わ
う
招
待
客
た
ち

https://www.maxjob.com/
https://www.naturalhealingartists.com/
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E6%95%99
http://www.nyseikatsu.com
http://www.Jhelp.com
https://new.mta.info/
https://new.mta.info/
https://new.mta.info/
https://new.mta.info/
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ボランティア募集

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領

事
館
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お

い
て
、
２
月
６
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

ま
で
「
令
和
５
年
度
在
外
安
全

対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
日
本
ク
ラ

ブ
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
で
開
催
す

る
。

　

日
本
の
危
機
管
理
の
専
門
家

を
講
師
に
迎
え
、
一
般
犯
罪
対

策
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
な
ど
の

突
発
的
な
暴
力
や
傷
害
事
件
に

対
す
る
対
応
、
ま
た
テ
ロ
対
策

や
無
差
別
殺
傷
事
犯
対
応
な

安
全
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
２
月
６
日

　

厳
寒
の
中
、
21
日
は
、
Ｎ
Ｙ

石
川
県
人
会
か
ら
宮
本
ボ
ー
グ

麗
会
長
、
木
越
綾
子
副
会
長
も

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
募
金
活
動
に
参
加
し
た
。
現

在
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
能
登
半
島

地
震
被
災
地
救
済
支
援
募
金
を

手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
る
。

　

今
後
の
募
金
活
動
予
定
は
１

月
27
日
（
土
）
が
紀
伊
國
屋
書

店
前
、
28
日
（
日
）
と
２
月
４

日
（
日
）
が
、
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ

ッ
ジ
、
10
日
（
土
）
が
紀
伊
國

屋
書
店
、
11
日
（
日
）
に
ジ
ャ

パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
、
17
日
（
土
）

に
紀
伊
國
屋
書
店
前
で
行
う
。

時
間
帯
は
い
ず
れ
も
正
午
か
ら

午
後
３
時
ま
で
。
救
済
募
金
は

必
要
経
費
控
除
後
、
全
て
が
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
組
織
を
通
じ

て
被
災
地
に
届
け
ら
れ
る
。
募

金
箱
設
置
店
は
今
の
と
こ
ろ
、

グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
で
は
日
販
大

道
、サ
ン
ラ
イ
ズ
マ
ー
ト
全
店
、

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
、
レ
ス
ト

ラ
ン
は
有
吉　(

サ
ニ
ー
サ
イ

ド)

、
六
明
社　(

イ
ー
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ)

、
医
療
機
関
で
は

J+MED (

中
釡
知
則
院
長)

に

設
置
。
三
木
会
長
は
「
目
標
金

額
は
イ
ベ
ン
ト
等
も
併
せ
て

2
万
ド
ル
く
ら
い
を
考
え
て
い

る
が
、
2
月
末
く
ら
い
に
そ
の

時
点
で
集
ま
っ
た
義
援
金
を
第

一
弾
と
し
て
石
川
県
、富
山
県
、

福
井
県
を
統
括
し
て
い
る
ラ
イ

オ
ン
ズ
地
区
本
部
を
通
じ
て
被

災
地
に
送
る
事
を
検
討
、
調
整

を
し
て
い
る
。
物
理
的
な
送
り

方
は
銀
行
電
信
送
金
に
な
る
」

と
話
し
た
。

　

募
金
活
動
に
参
加
で
き
る

人
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で info@

nyjalc.org

。

街
頭
募
金
で
き
る
人

能
登
半
島
被
災
地
救
済

商
事
、M

O
G

M
O

G

、
ア
メ
リ

カ
紀
伊
国
屋
書
店 

︶。

  

在
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー

が
被
災
地
救
済
に
集
結
し
、 

被

災
地
の
早
期
復
興
を
願
い
、
全

力
投
球
す
る
。
出
演
者
は
全
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
演
だ
。
主
催

者
は
﹁
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
皆
で
北
陸
を
支
援
し
ま
し

ょ
う
﹂
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日

系
社
会
に
広
く
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
入
場
料
︵
寄

付
︶
40
ド
ル
。
お
弁
当
︵
先
着

１
０
０
個
分
︶・
お
茶
が
含
ま

れ
る
。 

お
酒
︵
２
ド
ル
︶、
ラ

ッ
フ
ル
、
航
空
券
な
ど
の
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。 

出
演

者
はM

eg B
less

︵
歌
︶ 

浅

井
賢
美
＆ M

am
bem

be N
Y

NYから能登半島応援しよう
２月３日（土）NY日系人会館ホールで午後３時開演

館
ホ
ー
ル
︵ 

西
45
丁
目
49
番

地
５
階
︶
で
開
催
さ
れ
る
︵
主

催
・ N

Y

日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
協
力
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

石
川
県
人
会
、 

後
援
・
Ｎ
Ｙ
日

系
人
会 

、
協
賛
・ 

Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ

ト
ラ
ベ
ル
、
北
米
伊
藤
園
、
日

販
大
道
、ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
、

サ
ン
ラ
イ
ズ
マ
ー
ト
、
サ
ク
ラ

寄
付
金
募
る
公
演

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
無
料
出
演

募金箱にお金を入れる NY 市民

　
能
登
半
島
地
震
被
災
地
を
救

済
す
る
た
め
の
寄
付
金
集
め
を

目
的
と
し
た
ア
ー
ト
公
演
﹁
フ

ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
ン
グ
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
北
陸
へ
歌

声
・
旋
律
届
け
！
﹂
が
２
月
３

日
︵
土
︶
午
後
３
時
か
ら
６
時

ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
︶ A

dam
 

R
obinson

︵

尺

八

︶ 

翔

士

︵

ジ

ャ

ズ
、

歌

︶ T
riple D

 
D

ance U
nlim

ited 

︵
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
︶ 

上
井
雅
代
︵
メ
ッ
ゾ

ソ
プ
ラ
ノ
︶ 

由
水 

南
︵
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
イ
俳
優
、
歌
、
石
川

県
人
会
︶ 

田
村
麻
子
︵
ソ
プ
ラ

ノ
︶ 

愛
世
梨
乃
︵
三
味
線
、
歌
︶ 

リ
ッ
チ
亀
田
︵
マ
ジ
ッ
ク
︶ 

阿

部
公
美
、
市
川
純
子
、
松
井
綾

香
︵
ピ
ア
ノ
伴
奏
︶。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
か
か
る
経
費
を
控
除

し
た
収
入
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ 

組
織
を
通
じ
て
全
て
能
登

半
島
地
震
被
災
地
へ
届
け
ら
れ

る
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル  

nfo@
nyjalc.org 

　
原
茂︵
は

ら
も
︶
さ
ん
。

チャリティー公演会のポスター

目
標
額
は

２
万
ド
ル

ど
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て

講
義
形
式
で
説
明
す
る
。
在
留

邦
人
及
び
日
系
企
業
の
危
機
管

理
・
安
全
対
策
に
関
す
る
知
識

や
意
識
の
向
上
を
図
る
の
が
目

的
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い

て
、
2
年
ぶ
り
（
対
面
式
で
は

4
年
ぶ
り
）
と
な
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
内
容
は
一
般
犯
罪

へ
の
対
策
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム

な
ど
の
突
発
的
な
暴
力
や
傷
害

事
件
に
対
す
る
対
応
、
ま
た
テ

ロ
対
策
や
無
差
別
殺
傷
事
犯
対

応
な
ど
に
関
す
る
講
義
、
質
疑

応
答
。
参
加
費
無
料
。
セ
ミ
ナ

ー
は
日
本
語
で
行
う
。
セ
ミ
ナ

ー
の
詳
細
や
申
し
込
み
方
法

に
つ
い
て
は
、https://www.

ny.us.emb-japan.go.jp/
itpr_ja/News_2024-01-23.
html　

　

ネ
ズ
ミ
駆
除
対
策
成
果

　

Ｎ
Ｙ
市
が
３
月
に
新
規
制

　

Ｎ
Ｙ
市
衛
生
局（
Ｄ
Ｓ
Ｎ
Ｙ
）

は
、
３
月
に
施
行
す
る
ネ
ズ
ミ

対
策
の
新
規
制
を
前
に
、
エ
リ

ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長
が

強
化
を
促
し
て
い
る
ネ
ズ
ミ
対

策
は
著
し
い
成
果
を
遂
げ
て
い

る
と
報
告
し
た
。

mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
tel:2122136069
https://on-timelimo.com/
mailto:nfo@nyjalc.org
mailto:nfo@nyjalc.org
mailto:nfo@nyjalc.org
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/News_2024-01-23.html
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美
・
フ
ァ
イ
ン
研
究
所
（
東

京
都
渋
谷
区
）
は
30
日
（
火
）

午
後
１
時
（
日
本
時
間
）
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
。「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
メ
イ
ク
術
第
２

弾
！
〜
小
林
照
子
が
伝
授
！
美

容
業
界
の
成
功
の
カ
ギ
〜
」
と

題
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層

（
60
〜
70
代
）
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
限
に
引
き
出
す
技
術

を
も
っ
た
現
役
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

　

Ｎ
Ｙ
山
口
県
人
会
の
第
２
回

懇
親
会
（
沼
田
忍
代
表
世
話

人
）
が
19
日
夜
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人

会
で
開
催
さ
れ
、
23
人
が
参
加

し
た
。
会
合
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
が
「
今
年

行
く
べ
き
52
都
市
」
の
中
で
３

番
目
に
山
口
市
を
掲
載
し
た
こ

と
を
受
け
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
同
県
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
部

長
の
京
牟
礼
英
二
氏
が
今
後
県

と
市
が
連
携
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
推
進
に
向
け
て
取
り
組
む
こ

と
を
報
告
。
ま
た
同
県
人
会
の

発
足
に
尽
力
し
た
元
ジ
ェ
ト
ロ

Ｎ
Ｙ
事
務
所
長
の
河
本
健
一
氏

（
現
万
博
協
会
企
画
局
長
）
が

大
阪
万
博
２
０
２
５
の
Ｐ
Ｒ
を

ビ
デ
オ
で
紹
介
し
た
。当
日
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
創
業
を
開

始
し
た
旭
酒
造
か
らDASSAI 

BLUE50 

の
生
酒
が
提
供
さ

れ
、
一
同
で
乾
杯
し
た
。

　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と

し
て
ゲ
ス
ト
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

金
澤
恵
之(

さ
と
し)

氏
が
招

か
れ
、
山
口
県
を
代
表
す
る
女

性
詩
人
「
金
子
み
す
ゞ
」
の
詩

集
か
ら
作
曲
し
た
歌
曲
を
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
と
披
露
し
た
。

　

同
会
代
表
世
話
人
の
沼
田
氏

は
「
肩
書
き
や
社
会
的
地
位
に

関
係
な
く
、
山
口
県
出
身
者
と

ゆ
か
り
の
人
と
が
平
等
に
親
睦

を
深
め
、
山
口
県
の
地
場
産
業

や
観
光
面
を
応
援
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
、「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
ズ
杯
」
オ
ー
プ
ン

ダ
ブ
ル
ス 

Ａ
・
Ｂ
、「
資
生
堂

杯
」
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
る
。
大
会

は
2
月 

3
日
（
土
）
午
後
6

時
〜
10
時 

（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
前

半
）
２
月
10
日
（
土
）
午
後

6
時
〜
10
時 

（
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
後
半
）。
開
催
場
所
は
キ
ャ

リ
ー
リ
ー
ズ
・
テ
ニ
ス
セ
ン

タ
ー
（The Cary Leeds for 

Tennis & Learning - 1720 
Crotona Ave, Bronx, NY 
10457 / TEL: 718-247-
7420

）。
参
加
資
格
は
日
本
ク

ラ
ブ
登
録
会
員
、会
員
ゲ
ス
ト
、

ま
た
ノ
ン
メ
ン
バ
ー
も
参
加
可

能
。
参
加
費
は
会
員
は
一
人
40

ド
ル
、ゲ
ス
ト
は
一
人
60
ド
ル
。

競
技
方
法
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形

式
に
よ
る
勝
ち
抜
き
戦
。
申
し

込
み
締
切
日
は
、
1
月
30
日
。

　

ま
た
３
月
に
は「
Ａ
Ｎ
Ａ
杯
」

チ
ー
ム
対
抗 

オ
ー
プ
ン
Ａ
・

Ｂ
／
女
子
（
団
体
ダ
ブ
ル
ス
）

も
開
催
す
る
。

　

大
会
日
時
は
３
月
９
日

（
土
）
午
後
6
時
30
分
〜
10
時

30
分 
（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
前
半
）、

3
月
16
日
（
土
）
午
後
6
時
30

分
〜
10
時
30
分 
（
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
後
半
）。
各
チ
ー
ム
は
４
名

の
構
成
（
補
欠
1
名
追
加
可

能
）
チ
ー
ム
は
男
女
混
合
も
可

能
。
開
催
場
所 

は
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ａ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
テ
ニ
ス
セ
ン
タ

ー (USTA National Tennis 
Center)

。

　

参
加
資
格
は
日
本
ク
ラ
ブ
登

録
会
員
。
会
員
ゲ
ス
ト
、
ノ
ン

メ
ン
バ
ー
・
一
般
も
参
加
可

能
。
参
加
費
は
会
員
が
一
人

40
ド
ル
、
ゲ
ス
ト
は
一
人
60

ド
ル
。
競
技
方
法
は
勝
ち
抜

き
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
。
問

い
合
わ
せ
Ｅ
メ
ー
ルhnaito@

nipponclub.org

、

電

話

２
１
２
・８
７
１
・７
１
６
４
、

日
本
ク
ラ
ブ
・
内
藤
さ
ん
。

日
本
ク
ラ
ブ
テ
ニ
ス
大
会

２
月
と
３
月
参
加
者
募
集

　

こ
の
２
つ
の
単
語
、
カ
タ
カ

ナ
で
は
ど
ち
ら
も
同
じ
ハ
ン
ガ

ー
で
す
が
、
英
語
で
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。u 

とa

の
母
音
の

部
分
の
発
音
が
違
い
そ
う
で
す

よ
ね
。

　

そ
の
通
り
で
す
！
た
だ
し
、

違
う
の
は
母
音
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
音
のn-g

部
分
も

発
音
が
違
う
と
い
う
こ
と
、
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？
英
単
語
の

綴
り
がn-g

と
繋
が
る
場
合
、

主
に
３
種
類
の
発
音
パ
タ
ー
ン

に
分
か
れ
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、hunger

の
よ

う
に
、
鼻
か
ら
出
る
「
Ｎ
Ｇ

音
」
の
後
に
「
Ｇ
音
」
が
繋

が
る
場
合
で
す
。
二
つ
目
は
、

hanger

の
よ
う
に
、
鼻
か
ら

出
る「
Ｎ
Ｇ
音
」の
み
で「
Ｇ
音
」

は
つ
か
な
い
場
合
で
す
。
そ
し

て
三
つ
目
が
、binger 

な
ど

の
よ
う
に
「
Ｎ
音
」
と
「
Ｊ
音
」

が
繋
が
る
場
合
で
す
。

　

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に

判
別
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

hunger

、hanger

、binger
と
全
てn-g-e-r

部
分
は
同
じ

綴
り
で
す
よ
ね
？

　

ご
安
心
く
だ
さ
い
。
単
語
の

hunger と
hanger の発音

語
幹
部
分
か
ら
見
分
け
る
知
識

が
な
く
て
も
、
辞
書
で
発
音
記

号
を
調
べ
れ
ば
、
す
ぐ
に
正
し

い
発
音
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
又
、
オ
ン
ラ
イ
ン
辞
書
で

は
音
声
と
一
緒
に
発
音
練
習
が

で
き
て
、
一
石
二
鳥
で
す
。
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
の
動
画
でhunger

とhanger

の
発
音
の
仕
方
を

詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
ね
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。

slidemethod.com
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在
米
日
本
人
の
健
康
と
医
療

を
支
え
る
、
非
営
利
団
体
「
ふ

ら
っ
と
」
は
２
月
14
日
（
水
）

午
後
７
時
か
ら
、「
緩
和
ケ
ア
」

に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会

を
開
催
す
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
内
科
准
教
授
の
中
川
俊
一
医

師
を
招
き
、
緩
和
ケ
ア
に
つ
い

て
の
疑
問
や
医
療
者
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
等

を
聞
く
。
医
師
と
患
者
、
ま
た

そ
の
家
族
が
本
音
で
意
見
を
交

わ
す
座
談
会
。
対
象
は
、
が
ん

が
他
の
臓
器
に
転
移
し
て
い
る

人
、
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
と
診
断
さ
れ

た
人
や
そ
の
家
族
、
医
学
生
。

　

中
川
医
師
は
北
海
道
大
学
医

学
部
卒
業
後
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
肝
移
植
フ

ェ
ロ
ー
、
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
科

レ
ジ
デ
ン
ト
、
マ
ウ
ン
ト
サ
イ

ナ
イ
老
年
内
科
フ
ェ
ロ
ー
、
同

院
緩
和
ケ
ア
フ
ェ
ロ
ー
を
経

て
、
現
在
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

医
学
部
に
て
緩
和
医
療
課
入
院

部
門
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め

て
い
る
。

　

参
加
費
無
料
。
希
望

者
は
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ムhttps://forms.gle/
vtkoWP83C5DWdAr28

か

ら
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.fl atjp.org/

緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
の
疑
問

医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「ふらっと」座談会
2 月14日開催
オンラインで

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
こ
の
世
代

へ
の
接
客
に
必
要
な
技
術
と
、

年
齢
と
と
も
に
お
こ
る
美
容
に

対
す
る
気
持
ち
の
変
化
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
す
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
88
歳
の
現
役

美
容
研
究
家
・
小
林
照
子
さ
ん

の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
と

美
容
」（
30
分
）
と
、
メ
イ
ク

ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
内
藤
文

子
さ
ん
に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
層
の
メ
イ
ク
術
（
30
分
）、

質
疑
応
答
・
ま
と
め
（
15
分
）

の
75
分
。
受
講
特
典
と
し
て
後

日
、
見
逃
し
配
信
と
し
て
約
１

か
月
間
視
聴
可
能
な
動
画
サ
イ

ト 

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

が
送
ら
れ
る
。

　

参
加
費
６
６
０
０
円
。
希

望
者
は
26
日
（
金
）
ま

で
に
参
加
フ
ォ
ー
ム

https://coubic.com
/

befinebefine/1352790

か

ら
申
し
込
む
。

　

地
下
鉄
工
事
ま
だ
続
く

　

Ｇ
ラ
イ
ン
夏
に
部
分
運
休

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
の

運
行
状
況
が
夏
に
か
け
て
最
悪

に
な
り
そ
う
だ
。
線
路
と
信
号

の
修
理
の
た
め
区
間
運
休
が
増

え
る
た
め
だ
。

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
、

こ
の
ほ
ど
６
月
28
日
か
ら
９
月

２
日
ま
で
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
７

番
線
コ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
駅
か
ら

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
結
ぶ
Ｇ
ラ
イ

ン
で
７
月
５
日
ま
で
グ
リ
ー
ン

ポ
イ
ン
ト
間
を
運
休
す
る
と
発

表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
８

月
12
日
ま
で
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ト

ま
で
運
休
、
９
月
２
日
ま
で
ホ

イ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
ま
で
の
区
間

を
運
休
す
る
。
期
間
中
は
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
さ
せ
る
が
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
未
定
だ
と
い

う
。
ま
た
、
Ｆ
ト
レ
イ
ン
は
現

在
線
路
修
理
の
た
め
Ｅ
ト
レ
イ

ン
の
線
路
区
間
を
走
っ
て
お

り
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
Ｆ
と
並

行
し
て
走
る
Ｍ
ト
レ
イ
ン
は
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
57
丁
目
が
終
点

と
な
っ
て
い
る
。
７
番
線
は
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
と
ク
イ
ー
ン
ズ
を

結
ぶ
区
間
が
６
日
か
ら
29
日
ま

で
週
末
運
休
と
な
っ
て
い
る
。

改
札
は
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
か
ら
自

動
読
み
取
り
式
に
移
行
中
だ
が

線
路
と
信
号
の
老
朽
化
対
策
の

遅
れ
が
近
代
化
の
ネ
ッ
ク
だ
。

アクティブシニア
メイク術を伝授
小林照子さん

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23
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https://forms.gle/vtkoWP83C5DWdAr28
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連
邦
法
を
下
回
る
？
２
０
２
４
年
の

各
州
で
の
最
低
賃
金
と
適
用
時
期

クイックUSA

　

24
年
7
月
1
日
か
ら
は
、
オ

レ
ゴ
ン
州
と
ネ
バ
ダ
州
、
9
月

30
日
か
ら
は
フ
ロ
リ
ダ
州
に
お

い
て
も
最
低
賃
金
の
上
昇
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
、
州
の
最
低
賃
金

が
15
ド
ル
を
超
え
て
い
る
の

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ワ
シ

ン
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
、

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
7
州
で
、
ワ

シ
ン
ト
ン
州
が
16
ド
ル
28
セ
ン

ト
と
全
米
で
最
も
高
い
最
低
賃

金
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
30
の

州
及
び
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で

は
、
連
邦
の
最
低
賃
金
7
ド
ル

25
セ
ン
ト
を
上
回
る
金
額
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

連
邦
の
最
低
賃
金
は
07
年
の

159

改
正
に
よ
り
、
07
年
7
月
24
日

に
５
ド
ル
85
セ
ン
ト
、
08
年
7

月
24
日
に
6
ド
ル
55
セ
ン
ト
、

そ
し
て
09
年
7
月
24
日
に
7
ド

ル
25
セ
ン
ト
へ
と
段
階
的
に
増

加
し
、
そ
れ
以
降
改
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

最
低
賃
金
を
設
け
て
い
な
い

州
は
、
ア
ラ
バ
マ
、
ル
イ
ジ
ア

ナ
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
、
サ
ウ
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
、
テ
ネ
シ
ー
の
5
州

で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
と
ワ
イ
オ

ミ
ン
グ
州
は
5
ド
ル
15
セ
ン
ト

と
連
邦
の
最
低
賃
金
を
下
回
る

金
額
を
設
定
し
て
い
ま
す
（
た

だ
し
、
こ
れ
ら
2
州
に
は
連
邦

の
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま

す
）。
こ
れ
ら
7
州
を
含
め
、

全
米
で
20
州
が
7
ド
ル
25
セ
ン

ト
の
最
低
賃
金
を
適
用
し
て
お

り
、
最
も
高
い
最
低
賃
金
を
設

定
し
て
い
る
ワ
シ
ン
ト
ン
州
と

の
差
は
2
倍
以
上
あ
り
ま
す
。

　

州
に
よ
っ
て
は
、
企
業
規
模

（
従
業
員
数
）
に
応
じ
て
最
低

賃
金
の
水
準
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
し
、
多
く
の
郡
や
都

市
も
独
自
の
最
低
賃
金
を
設
定

し
て
い
る
の
で
、
所
在
地
に
応

じ
た
最
低
賃
金
の
動
向
を
調
査

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

各
州
で
の
最
低
賃
金
の
早
見

表
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（https://

www.hrlinqs.com/post/
state-minimum-wages

）
か

ら
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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　米国の小売店舗が直面している状況を論議する中で出てくる言葉、Retail Apocalypse。Retail
とは小売り、Apocalypse とは黙示録という聖書の言葉で「終末的状況」のことです。ここ数年、
全米で町のお店だけではなく、JCPenneyなど有名なデパートが次々に経営破綻に追い込まれ
ました。また、ターゲットなどの大手チェーン・ストアがニューヨークを含む各地で店を閉
めてしまいました。

　Retail Apocalypse の背景として、アマゾンなどのオンライン・ビジネスが大きなシェアを持つようになったこ
とがあります。しかし、それ以上に実店舗（Brick & Mortar　stores) を苦しめているのが、Shoplifting（万引き）
の増加です。ニューヨーク市において特に顕著で、1000ドル以下の万引きが軽犯罪と扱われていることが、その
背景にあると言われます。また、盗んだものをオンラインで容易に売ることができる eBayなどの存在が、万引き
や集団窃盗の動機になっているとも指摘されています。
　今、小売店は規模を問わず、大きな困難に面しています。Retail Apocalypse は大袈裟な表現かもしれません。
しかし、住民が必要なものを手に取って買う場所がなくなることは、小売店砂漠化（Retail Desert）現象として、
米国各地の社会問題になっているのです。社会的・法的な施策のもと、この残念な状況を改善してほしいと多く
の市民は願っています。

（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Retail Apocalypse  　小売店が陥っている大困難
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通
常
通
り
、
多
く
の
州
で
新

年
の
1
月
1
日
に
最
低
賃
金
が

上
昇
し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年

に
は
、
25
州
で
最
低
賃
金
が
既

に
上
が
っ
て
い
る
か
、
ま
た
は

年
内
に
上
が
る
予
定
で
す
。

　

24
年
の
1
月
1
日
か
ら
新
た

な
最
低
賃
金
が
導
入
さ
れ
て
い

る
の
は
、
次
の
22
州
で
す
。

　

ア
ラ
ス
カ
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
コ
ロ
ラ
ド
、

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
、デ
ラ
ウ
ェ
ア
、

ハ
ワ
イ
、
イ
リ
ノ
イ
、
メ
イ
ン
、

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
、
ミ
シ
ガ
ン
、

ミ
ネ
ソ
タ
、
ミ
ズ
ー
リ
、
モ
ン

タ
ナ
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
、
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

オ
ハ
イ
オ
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン

ド
、
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
、
バ
ー
モ

ン
ト
、
ワ
シ
ン
ト
ン

　
宮
崎
県
主
催
の
宮
崎
牛
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
ラ

ン
チ
イ
ベ
ン
ト
が
22
日
午
後
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ッ
ク
ラ
ン

ド
郡
ヒ
ル
バ
ー
ン
の
マ
ウ
ン
ト

フ
ジ
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ス
テ
ー

キ
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
た
︵
１

面
に
記
事
︶。
日
本
の
和
牛
輸

出
の
４
割
を
占
め
る
宮
崎
牛
を

河
野
俊
嗣
知
事
自
ら
が
来
米
し

て
招
待
客
に
宮
崎
牛
の
幅
広
い

利
用
を
訴
え
た
も
の
で
、
当
日

は
、
同
レ
ス
ト
ラ
ン
が
宮
崎
牛

指
定
店
と
し
て
の
認
証
を
受
け

た
。

　
宮
崎
県
経
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
の
平
島
善
範
代
表
理
事

副
会
長
か
ら
、
宮
崎
和
牛
カ
ウ

ン
シ
ル
の
坂
下
栄
次
プ
レ
ジ
デ

ン
ト
名
の
指
定
店
認
証
書
と
プ

ラ
ー
ク
︵
盾
︶
が
マ
ウ
ン
ト
フ

ジ
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
多
田
貴

将
社
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

　
多
田
社
長
は
﹁
大
変
名
誉
で

光
栄
な
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が

宮
崎
県
か
ら
受
け
て
い
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
米
国
人
に
サ
ー
ロ

イ
ン
や
フ
ィ
レ
ミ
ニ
ヨ
ン
だ
け

に
留
ま
ら
ず
、
チ
ャ
ッ
ク
と
言

わ
れ
る
肩
の
筋
肉
の
部
分
を
調

理
次
第
で
も
っ
と
美
味
し
く
、

広
く
食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
宮
崎
牛
の
素
晴
ら
し
さ
を

認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
﹂

宮崎牛指定店に
NY 州ロックランド郡のMT.FUJI

河
野
県
知
事
が
来
米

ミ
ヤ
チ
ク
シ
ェ
フ
が
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

左から河野知事、多田オーナー、平島 JA 宮崎経済連副会長、有馬ミヤチク社長

部位を説明する谷口シェフ

と
話
し
た
。

　
当
日
は
、
宮
崎
牛
の
出
荷
元

で
あ
る
ミ
ヤ
チ
ク
の
谷
口
真
シ

ェ
フ
が
宮
崎
牛
の
肉
の
カ
ッ
テ

ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。

﹁
チ
ャ
ッ
ク
な
ど
米
国
の
ス
テ

ー
キ
ハ
ウ
ス
で
は
あ
ま
り
使
わ

れ
て
い
な
い
、
ア
メ
リ
カ
人
が

捨
て
て
し
ま
う
部
位
も
無
駄
に

し
な
い
こ
と
で
、
肉
全
体
の
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
現
在

の
７
割
か
ら
９
割
に
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
﹂
と
カ
ッ
ト
方
法

を
伝
授
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

﹁
寿
司
の
ト
ロ
も
最
初
は
ア
メ

リ
カ
人
は
捨
て
て
い
た
が
、
今

で
は
寿
司
ブ
ー
ム
の
中
で
も
超

高
級
食
材
。
要
は
認
知
度
を
高

め
る
教
育
次
第
﹂
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
宮

崎
牛
だ
け
で
な
く
鰻
や
焼
酎
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

篠
原
芳
男
料
理
長
が
宮
崎
牛
を

使
い
腕
を
ふ
る
っ
た
。
企
画
運

営
は
キ
ャ
ン
バ
ス
・
ク
リ
エ
ー

テ
ィ
ブ
・
グ
ル
ー
プ
が
行
っ
た
。

■
米
国
連
邦
下
院
は
1
月
11

日
、
連
邦
高
速
道
路
局
︵
Ｆ
Ｗ

Ｈ
Ａ
︶
が
２
０
２
３
年
2
月
21

日
に
制
定
し
た
﹁
電
気
自
動

車
︵
Ｅ
Ｖ
︶
用
充
電
器
に
関
す

る
バ
イ
・
ア
メ
リ
カ
要
件
の
免

除
規
制
﹂
を
取
り
下
げ
る
共
同

決
議
案
を
２
０
９
票
対
１
９
８

票
で
可
決
し
た
。﹄︵
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
発
︶。
■
﹁
Ｃ
Ｅ
Ｓ

２
０
２
４
﹂が
1
月
9
〜
12
日
、

ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
新
車

両
の
発
表
も
多
く
、
日
本
メ
ー

カ
ー
が
国
内
外
で
注
目
を
集
め

た
。︵
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
発
︶。

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、
ジ

ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
１
月
19

日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ
は

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。
Ｅ
メ

ー
ル
　rept@

jetro.go.jp

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://kkobo.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.hrlinqs.com/post/state-minimum-wages
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
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今
月
は
、
本
格
江
戸
前
寿
司

の
軍
艦
巻
き
を
家
庭
で
も
上
手

に
作
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ツ

を
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
寿
司
店
、

Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ　

Ａ
Ｎ
Ｎ
の
料
理

長
、
高
橋
紀
之
さ
ん
（
52
）
に

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
店
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ど
真
ん
中
、
東

51
丁
目
の
マ
ジ
ソ
ン
街
と
パ
ー

ク
街
の
間
に
２
０
０
２
年
に
開

店
し
た
客
席
数
96
の
本
格
江
戸

前
寿
司
店
で
連
日
賑
わ
っ
て
い

る
人
気
店
で
す
。

　

軍
艦
巻
き
の
名
前
の
由
来

は
、
横
か
ら
見
た
真
っ
黒
な
姿

が
軍
艦
を
思
わ
せ
る
形
で
あ
る

こ
と
か
ら
つ
い
た
と
言
わ
れ
ま

す
。
作
り
方
は
、
寿
司
飯
の
側

面
に
海
苔
を
巻
き
、
ウ
ニ
や
い

く
ら
、
ネ
ギ
ト
ロ
な
ど
崩
れ
や

す
い
ネ
タ
を
盛
っ
て
作
り
ま

す
。

■
海
苔
の
用
意
■

◆
焼
き
海
苔
（
市
販
の
も
の

１
枚
）

　

海
苔
に
は
ミ
シ
ン
目
の
よ

う
な
点
線
が
入
っ
て
い
る
。

線
に
対
し
て
直
角
に
右
端
を

２
・
５
セ
ン
チ
ほ
ど
切
り
落

と
す
。
切
り
落
と
し
た
海
苔

は
「
帯
海
苔
」
と
い
い
、
玉

子
な
ど
の
帯
に
使
っ
た
り
す

る
が
今
回
は
使
わ
な
い
。
ま

な
板
を
よ
く
拭
き
、
水
分
を
と

り
、
そ
の
上
に
乾
い
た
布
巾
ま

た
は
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
敷

き
、
包
丁
で
中
央
の
点
線
に
沿

っ
て
半
切
り
サ
イ
ズ
に
す
る
。

同
店
で
は
そ
れ
を
４
等
分
に
し

た
高
さ
約
１
・
７
セ
ン
チ
か
ら

２
セ
ン
チ
の
海
苔
を
１
個
の
軍

艦
巻
き
に
使
う
。
光
っ
て
い
る

方
を
外
側
に
し
て
使
う
。

■
シ
ャ
リ
（
寿
司
飯
）
用
意
■

　

シ
ャ
リ
は
、
炊
い
た
ご
飯
に

赤
酢
と
塩
と
砂
糖
を
混
ぜ
て
作

る
（
混
合
比
は
企
業
秘
密
と
の

こ
と
な
の
で
、
各
自
好
み
に
合

わ
せ
て
調
合
を
）。
軍
艦
巻
き

に
使
う
シ
ャ
リ
は
約
12
グ
ラ

ム
、
右
手
で
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル

の
よ
う
な
形
で
軽
く
握
っ
て
、

左
の
手
の
ひ
ら
の
中
指
と
薬
指

の
２
本
の
間
に
置
く
。
長
さ
は

そ
の
２
本
の
指
幅
。
最
初
は
右

の
親
指
と
人
差
し
指
で
つ
ま
ん

で
左
右
を
抑
え
、
人
差
し
指
で

真
ん
中
に
溝
を
入
れ
る
。
シ
ャ

リ
玉
を
左
手
の
ひ
ら
の
外
側
に

ひ
っ
く
り
返
し
て
左
の
親
指
で

シ
ャ
リ
の
下
を
押
し
た
ら
、
シ

ャ
リ
の
向
き
を
反
対
に
し
て
も

う
一
度
親
指
で
下
を
押
し
て
全

体
に
逆
台
形
の
「
船
底
」
の
形

に
整
え
る
。

■
海
苔
を
巻
く
■

　

海
苔
の
端
に
米
粒
を
一
つ
掴

ん
で
付
け
る
（
巻
い
た
海
苔
が

剥
が
れ
ず
に
く
っ
つ
き
や
す
く

す
る
た
め
）。
３
分
の
１
の
シ

ャ
リ
の
余
白
を
残
し
て
海
苔
を

巻
き
、
左
右
を
抑
え
な
が
ら
上

か
ら
人
差
し
指
で
チ
ョ
ン
と
押

す
。
こ
う
す
る
と
シ
ャ
リ
が
中

で
圧
迫
さ
れ
て
海
苔
が
ピ
ン
と

張
る
。

◆
海
苔
を
巻
く
と
き
の
コ
ツ
＝

シ
ャ
リ
の
形
を
整
え
て
海
苔
を

巻
い
た
ら
す
ぐ
に
具
材
を
乗
せ

る
こ
と
。
時
間
が
経
つ
と
シ
ャ

リ
の
余
熱
で
海
苔
が
し
け
っ
て

張
り
を
失
う
の
で
要
注
意
。

■
具
材
■

◆
い
く
ら
＝
醤
油
漬
け
。
醤
油

１
、
酒
１
、
か
つ
お
出
汁
１
で

漬
け
て
お
く
。

◆
う
に
＝
北
海
道
の
ば
ふ
ん
う

に
が
最
高
級
。
お
好
み
で
ス
プ

ー
ン
で
盛
り
合
わ
せ
る
。

◆
中
落
ち
（
赤
身
と
ト
ロ
を
混

ぜ
た
も
の
）
＝
ネ
ギ
、
紫
蘇
な

ど
を
上
に
添
え
る
。

◆
納
豆
や
明
太
子
な
ど
も
お
好

み
に
合
わ
せ
て
楽
し
め
る
。

■
に
き
り
醤
油
＝
酒
を
沸
騰
さ

せ
て
ア
ル
コ
ー
ル
を
飛
ば
し
、

醤
油
８
対
酒
２
で
調
合
し
た
も

の
を
ハ
ケ
で
う
に
に
塗
っ
て
い

た
だ
く
。

SUSHI ANN
38 E51st Street, 

New York, NY10022
Tel: 212-755-1780
www.sushiann.net

　

本
格
江
戸
前
の
軍
艦
巻
き
を
覚
え
る

高橋料理長

シ
ャ
リ
玉
は
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
の
形
に

指
で
抑
え
て
形
を
整
え
る

軍
艦
の
よ
う
な
船
底
台
形
に

シ
ャ
リ
１
粒
を
海
苔
に
付
け
て
巻
く

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
http://www.sushiann.net
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　今回ご紹介するのは、Bushwick にある日本酒タップルームの Kato Sake 
Works です。日本人がブルックリンで作っている日本酒で、いまやNYC内の色々
なレストランで見かけることも多くなった Kato Sake Works。タップから飲める
ということで、嬉しくてついつい飲みすぎてしまいます。日本酒飲み比べセッ
トをはじめとした各種酒、変わったところだと本味醂、日本酒を使ったカクテ
ルなどもある。かっこいい音楽や楽しいイベントで、タップルームは日々大盛
り上がり。そして、日本酒愛にあふれたスタッフさんたち。ブルックリンに来
た時はぜひ会いに行ってみて !
　ボトルやオリジナル商品も買えるので、贈り物探しにもピッタリ。ついつい
足が向いてしまう中毒性が高いお店。いつもお世話になっておりまぁ～す !!
　ヤマモトレミ　89 年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017 年に仕事の異動で東
京から NY へ移住。日本食スーパーで社員として働きながら趣味で漫画を描いて
いたら楽しくなってしまい 2021 年に退職、漫画家として本格的に活動を開始。
2024 年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！

（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【5】

　

毎
週
土
曜
日
に
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
補
習

授
業
校
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本

語
学
園
が
、
2
月
15
日
（
木
） 

正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
、

２
０
２
０
年
生
ま
れ
の
児
童
を

対
象
に
し
た
新Pre-K

ク
ラ
ス

の
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
開
催

す
る
。

　

同
校
は
、
学
習
の
相
乗
効
果

を
考
え
現
地
校
で
の
教
育
内
容

も
柔
軟
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、

日
本
文
化
を
継
承
す
る
た
め
の

文
化
行
事
も
年
間
を
通
し
て
数

多
く
実
施
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
暮
ら
す
日
本
人
・
日
系
人
の

子
供
た
ち
に
必
要
と
さ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
表
現

力
な
ど
を
読
む
、
書
く
、
話
す
、

聞
く
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
る
た
め
の
日

本
語
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
説
明
会
は
、
仕
事
を

持
つ
保
護
者
で
も
参
加
で
き
る

よ
う
に
平
日
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
。

参
加
申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トnihongogakuen.org

か

ら
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル 

nihongogakuen@bjafa.org 

ま
で
。
な
お
、3
月
23
日
（
土
）

に
は
学
園
で
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
を
計
画
し
て
い
る
。

新Pre-Kクラス説明会
ブルックリン日本語学園

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に

活
動
す
る
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ
ス

ト
浦
杉
美
和
子
の
ア
ー
ト
シ

ョ
ー
「Hair: A Medium by 

Miwako

」 

が
、2
月
３
日
（
土
）

か
ら
17
日
（
土
）
ま
で
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
のHACO-project 

spacespace

（ 31Grand st

）    

で
開
催
さ
れ
る
。

　

浦
杉
が
い
つ
も
携
わ
っ
て
い

る
「
髪
」
を
素
材
に
、
日
本
の

文
化
を
少
し
で
も
多
く
の
人
に

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
と

し
て
伝
え
た
い
と
夢
見
て
い
た

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
同
展
で
は
し
め
飾
り

（
装
飾
品
）、
和
柄
（
古
代
の
文

様
）、
食
べ
物
と
い
う
３
つ
の

日
本
特
有
の
伝
統
文
化
の
側
面

を
再
考
す
る
こ
と
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ

髪の毛
アート
浦杉美和子

プ
シ
ョ
ン
は
2
月
３
日
（
土
）

午
後
３
時
か
ら
６
時
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
土
曜
が
正
午
か
ら
午
後
６

時
、
日
曜
が
午
前
11
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://haconyc.

com/

を
参
照
す
る
。 

成
長
す
る
島

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館

　

韓
国
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
ド
ー
・
ホ
ー
・
ス
ー

（
１
９
６
２
年
生
ま
れ
）
と
子

供
達
に
よ
る
ア
ー
ト
の
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
示「Artland: 

An Installation by Do Ho 
Suh and Children

」
が
27
日

（
土
）
か
ら
５
月
５
日
ま
で
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
（200 

Eastern Parkway

）
で
開
催

さ
れ
る
。

　

ア
ー
ト
ラ
ン
ド
は
、
ド
ー
・

ホ
ー
・
ス
ー
と
2
人
の
幼
い
娘

に
よ
っ
て
２
０
１
６
年
に
作
ら

れ
た
幻
想
的
な
世
界
で
、
成
長

し
進
化
し
続
け
る
島
に
は
、
粘

土
や
ビ
ー
ズ
な
ど
で
造
形
さ
れ

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
不
思
議
な

風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
作
品

は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ソ
ウ
ル
、
そ

し
て
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ま
で
地
球

を
一
周
す
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま

な
街
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
同

美
術
館
が
改
装
し
新
た
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ト
ビ
ー
・
デ
ヴ
ァ
ン
・

ル
イ
ス
教
育
セ
ン
タ
ー
内
の
専

用
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
１

階
）
に
置
か
れ
て
い
る
。

https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
mailto:nihongogakuen@bjafa.org
mailto:nihongogakuen@bjafa.org
mailto:nihongogakuen@bjafa.org
ttps://haconyc.com/
nihongogakuen.org
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人
間
の
身
体
は
、
食
べ
る
も

の
で
出
来
て
い
る
、
と
こ
の
本

に
は
書
か
れ
て
い
る
。
食
べ
る

も
の
が
身
体
に
入
っ
て
化
学
反

応
を
起
こ
す
栄
養
の
イ
ン
プ
ッ

ト
な
の
で
、そ
れ
は
確
か
だ
が
、

そ
れ
だ
け
で
身
体
は
た
ぶ
ん
で

き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ

う
。適
度
の
運
動
や
精
神
状
態
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
、肉
体
の
成
長
、

新
陳
代
謝
に
必
要
な
外
的
要
素

は
多
々
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
、
し

か
し
、
基
本
は
栄
養
を
与
え
る

食
べ
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
こ
の
本
は
、「
た
べ
る

生
活
」
と
あ
る
よ
う
に
、
食
に

関
わ
る
日
常
生
活
、家
庭
生
活
、

夫
婦
の
食
事
な
ど
多
方
面
か
ら

「
食
べ
る
」
こ
と
に
焦
点
を
あ

て
、
日
常
生
活
に
与
え
る
影
響

を
紹
介
し
て
い
る
。
食
べ
物
が

合
わ
な
い
夫
婦
の
話
、
料
理
が

好
き
で
は
な
い
配
偶
者
と
、
出

さ
れ
た
も
の
に
文
句
を
言
う
配

偶
者
な
ど
、
食
べ
物
に
よ
る
す

れ
違
い
な
ど
の
原
因
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
食
べ
る
も
の
が
合

わ
な
い
と
家
庭
も
あ
ま
り
う
ま

く
い
か
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

パ
ン
は
ベ
ー
グ
ル
し
か
食
べ
な

い
、
と
か
、
ナ
マ
物
は
一
切
食

べ
な
い
と
か
、
菜
食
主
義
で
肉

や
卵
は
食
べ
な
い
と
か
、
食
べ

る
こ
と
に
、
体
質
的
な
こ
だ
わ

り
が
あ
る
場
合
は
、
そ
う
で
は

な
い
同
居
者
は
結
構
大
変
な
ん

だ
ろ
う
な
と
推
察
す
る
。

　

人
間
の
最
後
ま
で
残
る
欲
望

は
、
ど
う
や
ら
食
欲
ら
し
い
。

高
齢
に
な
り
、
仕
事
の
第
一
線

を
離
れ
て
、
出
世
欲
も
な
く
な

り
、
個
人
差
は
あ
れ
ど
性
欲
も

若
い
時
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
萎
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
が
、

食
べ
る
こ
と
だ
け
は
、
口
か
ら

も
の
が
食
べ
ら
れ
る
間
、
味
が

わ
か
る
間
、
た
と
え
入
れ
歯
で

も
、
沢
庵
の
よ
う
な
硬
い
漬
物

も
ポ
リ
ポ
リ
食
べ
ら
れ
る
な

ら
、
食
べ
る
も
の
は
、
ま
ず
い

よ
り
は
美
味
し
い
方
が
い
い
に

決
ま
っ
て
い
る
。

　

老
若
男
女
、
お
金
持
ち
も
貧

乏
な
人
も
、
み
ん
な
、
美
味
し

い
も
の
が
好
き
だ
ろ
う
。
何
が

美
味
し
い
の
か
、
身
体
が
欲
す

る
も
の
が
一
番
美
味
し
い
の
で

は
な
い
か
。
王
様
だ
っ
て
３
日

間
食
べ
て
な
か
っ
た
ら
、
お
粥

だ
っ
て
美
味
し
く
て
た
ま
ら
な

い
は
ず
だ
。

　

在
宅
介
護
に
行
っ
て
い
る
女

性
の
話
に
よ
る
と
、
先
方
の
家

に
行
っ
て
ま
ず
最
初
に
話
す
の

は
「
今
日
は
何
食
べ
る
？
」
だ

そ
う
だ
。
食
べ
る
こ
と
が
大
事

な
楽
し
み
に
な
る
の
だ
か
ら
、

食
べ
た
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る

こ
と
が
何
よ
り
も
一
番
の
幸
せ

と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

　

同
じ
、
料
理
で
も
、
紙
皿
に

乗
せ
ら
れ
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
フ
ォ
ー
ク
で
食
べ
る
よ
り

は
、
た
と
え
高
価
で
は
な
く
て

も
、
そ
の
料
理
に
あ
っ
た
雰
囲

気
の
上
品
な
食
器
に
盛
り
付
け

ら
れ
て
、
職
人
が
作
っ
た
よ
う

な
美
し
い
箸
や
、
好
み
に
合
っ

た
カ
ト
ラ
リ
ー
（
フ
ォ
ー
ク
や

ス
プ
ー
ン
や
ナ
イ
フ
）
を
使
っ

て
食
す
る
方
が
断
然
味
は
美
味

し
い
。
も
ち
ろ
ん
盛
り
付
け
で

味
が
決
ま
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
美
味
し
い
味
を
さ
ら
に
引

き
立
て
る
役
目
を
食
器
や
テ
ー

ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
照
明
な

ど
が
活
躍
す
る
の
は
間
違
い
な

い
。
ア
メ
リ
カ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

は
、
高
級
な
店
に
る
ほ
ど
店
内

が
暗
い
。
料
理
の
色
が
見
え
な

い
く
ら
い
暗
い
。
日
本
食
は
大

衆
食
堂
の
蛍
光
灯
の
下
と
ま
で

と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
せ
い

ぜ
い
温
か
な
白
色
燈
の
下
で
、

お
刺
身
の
色
が
鮮
や
か
に
分
か

る
く
ら
い
が
い
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ど
う
せ
食
べ
る
な

ら
美
味
し
く
い
た
だ
く
。
そ
れ

が
結
局
、
健
康
の
維
持
に
も
な

る
。
食
べ
る
こ
と
、飲
む
こ
と
、

食
事
は
生
き
る
営
み
の
原
点
な

の
で
、
食
べ
た
い
も
の
を
美
味

し
く
い
た
だ
け
る
人
生
こ
そ
が

正
解
で
あ
る
と
こ
の
本
は
教
え

て
く
れ
る
。　
　
　
　
（
三
浦
）

食べたいものを食べる
群ようこ・著

朝日文庫・刊

■貧乏ピッツァ（ヤマザキマリ、新潮社）絵画を学ぶため
17歳でフィレンツェに留学し、現在もイタリアと日本を
往復している著者。食の記憶とともに溢れる人生のシーン
を描く。といってもグルメ自慢の本ではない。極貧の留学
生時代を支えたパスタやピッツァなど、世界の「貧乏メシ」
の魅力を紹介する。■一生頭がよくなり続ける　すごい脳
の使い方（加藤俊徳、サンマーク出版）もっと学びたい、
資格試験に挑戦したい。しかしトシのせいで中々覚えたい
ことが頭に入らないと思う人は多いはず。原因は加齢では
なく脳の使い方のせいかもしれない。学生時代の脳と今の
大人の脳ではそもそも仕組みが変わっている。脳内科医の
著者が脳科学に基づく大人の脳の使い方を紹介する。■な
るようになる。僕はこんなふうに生きてきた（養老孟司、
中央公論社）養老先生はじめての自伝。人生は、なるよう
になる、これがひとまずの結論だと言う。幼少期の最初の
記憶から、虫と猫とバカの壁と出会った86年を語る。読
売新聞の連載「時代の証言者」を大幅加筆し50の質問を
増補。■三度目の恋（川上弘美、中公文庫）梨子が子供の
頃から好きだったナー兄ちゃんと結婚するも彼の女性への
奔放な行動で苦しむ。そんな中、梨子が吉原の花魁の春月
になった夢を見るが、両方現実のようだ。恋愛関係になっ
た客の下級武士と吉原を逃げることにナーちゃんを在原業
平をモチーフとして、時空を超えて、夢と現実を生きる女性を描く恋愛物語。
■神よ憐れみたまえ（小池真理子、新潮文庫）昭和38年 11月、三井三池
炭鉱の爆発と国鉄の事故が同じ日に発生し「魔の土曜日」と言われた夜、12
歳の黒沢百々子は両親を惨殺された。裕福な祖父母がおり、生活の心配はな
かったが一度貼られた「被害者遺族」のレッテルはことあるごとに彼女を苦
しめる。■となりのナースエイド（知念実希人、角川文庫）桜庭澪は医学部
附属病院の統合外科病棟に、注射など医療行為はできない新人ナースエイド

（看護助手）として配属された。技術至上主義の天才外科医・竜崎大河と時
にぶつかりながら、患者に寄り添い、癒していく、医療サスペンス物語。今
月から日本テレビでドラマ化され放映がスタートしている。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

世
界
の
貧
乏
メ
シ
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。
若
い
時
と
は
違
う
中
高
年
の
脳
の
使
い
方
。

養
老
先
生
の
初
エ
ッ
セ
イ
。
在
原
業
平
が
モ
チ
ー
フ
の
時
空
を
超
え
た
恋
物
語
。
殺
人
被

害
者
の
娘
の
人
生
物
語
。
ド
ラ
マ
放
映
決
定
の
医
療
サ
ス
ペ
ン
ス
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

動
物
た
ち
の
す
む
森
に
移
動

遊
園
地
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

い
つ
も
は
静
か
な
森
が
、
華
や

か
な
明
か
り
と
人
間
た
ち
の
賑

や
か
な
ざ
わ
め
き
、
鼻
を
く
す

ぐ
る
に
お
い
で
い
っ
ぱ
い
。
そ

し
て
人
間
た
ち
が
眠
り
に
つ
い

た
真
夜
中
に
、
ク
マ
や
ヘ
ラ
ジ

カ
、
ウ
サ
ギ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な

ど
の
動
物
た
ち
が
や
っ
て
き
ま

す
。
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
綿
飴
を

食
べ
、
ロ
ー
ラ
ー
コ
ー
ス
タ
ー

や
ゴ
ー
カ
ー
ト
で
遊
ぶ
動
物
た

ち
。
翌
朝
、
訪
れ
た
人
間
の
係

員
は
店
頭
に
た
く
さ
ん
の
木
の

実
が
置
い
て
あ
る
の
を
見
つ
け

て
不
思
議
が
り
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ
た
絵

本
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
本
の

画
家
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
ケ
イ

ト
・
グ
リ
ー
ナ
ウ
ェ
イ
賞
の
中

で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
投
票
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
「
シ
ャ
ド

ワ
ー
ズ
・
チ
ョ
イ
ス
・
ア
ワ
ー

ド
２
０
２
２
」
を
受
賞
し
た
本

書
。
夜
に
溢
れ
る
遊
園
地
の
色

と
り
ど
り
の
光
と
闇
の
幻
想
的

な
描
き
方
と
、
無
邪
気
に
遊
ぶ

楽
し
そ
う
な
動
物
た
ち
の
姿
が

魅
力
の
、
文
字
の
な
い
絵
本
。

日
本
語
版
は
『
ま
よ
な
か
の
ゆ

う
え
ん
ち
』。　
　
　
（
高
田
）

幻
想
的
な
真
夜
中
の
遊
園
地
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乾
燥
肌
が
辛
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
い
つ
も
よ
り
油
分
が

多
め
の
ク
リ
ー
ム
を
使
用
し
た

り
シ
ー
ト
パ
ッ
ク
で
保
湿
を
し

て
い
て
も
、
ご
自
身
の
ス
キ
ン

ケ
ア
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
と
い
う
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
今
回
は
冬
の
保
湿
の

お
勧
め
治
療
を
ご
紹
介
。
ハ
イ

ド
ラ
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
は
、
保
湿

美
容
成
分
を
含
ん
だ
お
薬
と
水

を
同
時
に
使
用
し
た
水
の
力
を

使
っ
た
穏
や
か
な
ピ
ー
リ
ン
グ

効
果
が
あ
り
、
肌
の
乾
燥
を
防

ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
注
射
系

で
肌
の
内
側
か
ら
保
水
力
を
上

げ
て
く
れ
る
の
に
一
番
お
勧
め

な
の
は
、
日
本
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
医
師
も
推
奨
す
る
次
世
代
型

４
Ｄ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
高
濃
度
ヒ

ア
ル
ロ
ン
酸 

プ
ロ
フ
ァ
イ
ロ
。

根
本
的
な
と
こ
ろ
の
保
湿
機
能

を
高
め
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
肌

表
面
の
角
質
層
よ
り
深
い
部
分

の
真
皮
層
に
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
を

直
接
入
れ
る
の
が
効
果
的
で

す
。
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
と
い
う
の

は
、
お
肌
の
う
る
お
い
を
保
っ

て
く
れ
る
成
分
で
す
。
そ
れ
を

注
射
で
注
入
す
る
こ
と
で
肌
の

保
水
力
を
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

更
に
、
皮
膚
内
部
で
コ
ラ
ー
ゲ

ン
や
エ
ラ
ス
チ
ン
な
ど
を
生
成

し
、
細
胞
の
活
性
化
を
促
す
肌

の
再
生
機
能
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
ご
自
身
が
持
っ
て
い
る
ヒ

ア
ル
ロ
ン
酸
も
増
や
し
て
く

れ
、
長
い
目
で
見
て
も
乾
燥
し

に
く
い
肌
の
土
台
作
り
が
可
能

で
す
。
プ
ロ
フ
ァ
イ
ロ
は
、
通

常
の
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
よ
う

に
、
ほ
う
れ
い
線
や
く
ち
び
る

な
ど
部
分
的
に
注
入
す
る
も
の

と
は
違
い
、
目
じ
り
、
目
の

下
、
口
も
と
な
ど
注
入
す
る
場

所
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
か
ら
ふ
わ
っ
と
肌
全
体
に
広

が
り
素
早
く
拡
散
し
て
保
水
力

だ
け
で
な
く
ふ
ん
わ
り
と
し
た

弾
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
更
に
美

白
効
果
ま
で
も
あ
り
、
ハ
リ
と

ツ
ヤ
間
が
増
し
て
い
く
の
も
特

徴
的
で
す
。
プ
ロ
フ
ァ
イ
ロ
は

1
か
月
お
き
に
1
本
を
2
回
行

う
の
が
継
続
の
目
安
で
す
。
冬

は
紫
外
線
が
少
な
く
レ
ー
ザ
ー

な
ど
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
の
あ
る
治

療
に
も
最
適
な
季
節
。
ぜ
ひ
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。美
容
歴
30
年
。

SKIN DEEP NYC

美
容
皮
膚

科
、Yukie Natori Salon & 

Spa 
オ
ー
ナ
ー
。
日
本
で
ネ
イ

ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
。美
容
師
、

ネ
イ
リ
ス
ト
な
ど
の
資
格
も
持

ち
日
米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト

ー
タ
ル
な
美
の
情
報
を
発
信
す

る
。

乾
燥
肌
に
内
面
か
ら
潤
い
を

ン
と
い
う
１
人
の
女
性
の
視
点

か
ら
描
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト

ー
リ
ー
だ
。

　

戸
田
さ
ん
の
還
暦
の
記
念
に

演
出
家
の
三
谷
幸
喜
氏
が
書
き

下
ろ
し
た
も
の
で
、
初
演
は

２
０
１
８
年
５
月
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
を
挟
ん
で
５
年
ぶ
り
の
上

演
と
な
る
。
プ
ロ
ッ
ト
や
歌
う

曲
目
な
ど
は
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ

だ
が
、
音
楽
の
殿
堂
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
用
に
芝
居
を
幾
分
コ

ン
サ
ー
ト
寄
り
に
リ
メ
イ
ク
、

日
本
版
を
少
し
シ
ン
プ
ル
に
し

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
バ
ー
ジ
ョ

ン
と
な
る
予
定
だ
。
ス
テ
ー
ジ

は
日
本
語
で
、
字
幕
な
し
の
舞

台
と
な
る
。

　

三
谷
氏
と
は
、
彼
の
初
映
画

監
督
作
品
「
ラ
ヂ
オ
の
時
間
」

以
来
数
々
の
舞
台
や
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
な
ど
で
仕
事
を
共
に
し
て

き
た
仲
だ
け
に
、
還
暦
記
念
の

作
品
に
ど
ん
な
内
容
の
も
の
を

作
っ
て
く
れ
る
の
か
、
戸
田
さ

ん
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
の
は

「
著
名
な
歌
え
る
人
の
生
き
ざ

ま
を
歌
と
芝
居
で
伝
え
る
、
人

生
も
面
白
い
人
の
話
は
ど
う

か
」
と
い
う
こ
と
だ
け
。
三
谷

氏
か
ら
ジ
ュ
デ
ィ
・
ガ
ー
ラ
ン

ド
で
彼
女
の
一
生
を
語
れ
る
話

を
作
ろ
う
と
言
わ
れ
、
迷
わ
ず

「
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。
ス

ト
レ
ー
ト
に
表
現
す
る
の
で
は

な
く
、
三
谷
さ
ん
ら
し
い
一
捻

り
が
あ
っ
て
」
と
振
り
返
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
27
歳
の
時

か
ら
ほ
ぼ
毎
年
１
回
、
多
い
時

は
年
に
３
回
は
や
っ
て
き
て
い

る
が
、
全
て
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

の
舞
台
を
見
る
た
め
だ
け
に
来

て
い
る
と
い
う
。「
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
行
け
る

街
、
自
分
が
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
の
世
界
で
生
き
て
い
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
街
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
充
電
で
き
る
街
で
す
」

と
言
う
。「
三
谷
さ
ん
の
作
品

に
は
い
つ
も
胸
が
キ
ュ
ン
と
な

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
今
回
の

作
品
で
も
彼
女
が
苦
し
ん
だ
と

こ
ろ
も
臆
せ
ず
に
描
か
れ
て
い

て
、
ま
る
で
１
本
の
映
画
を
見

た
よ
う
な
気
分
に
な
れ
る
作
品

で
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
気
楽

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
作
品

で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆
さ

ん
、
ど
う
ぞ
見
に
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
ね
」
と
笑
顔
で
本
紙
読

者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
れ
た
。

上
演
は
６
月
25
日
（
火
）
と
27

日
（
木
）
の
２
日
間
。
会
場
は

ワ
イ
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

　

女
優
の
戸
田
恵
子
さ
ん
が
６

月
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
、

一
人
舞
台
「
虹
の
か
け
ら
」（
フ

ジ
・
サ
ン
ケ
イ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ
、
Ｆ
Ｃ
Ｉ
主
催
）

を
上
演
す
る
。
映
画
「
オ
ズ
の

魔
法
使
い
」
で
全
世
界
の
ア
イ

ド
ル
と
な
っ
た
天
性
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
ス
タ
ー
、
ジ
ュ
デ
ィ
・

ガ
ー
ラ
ン
ド
の
人
生
を
、
代
役

兼
付
き
人
と
し
て
支
え
た
同
名

の
ジ
ュ
デ
ィ
ー
・
シ
ル
バ
ー
マ

「
虹
の
か
け
ら
」
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

女優

戸田 恵子さん

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
mailto:kyoko5japan@gmail.com


2024年（令和 6年）1月 27日（土） ［教　育］　　（12  ）

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
（
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
園
児
児
童
生

徒
数
１
３
０
人
）
は
13
日
、
毎

年
新
春
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る

書
き
初
め
大
会
を
小
学
部
以
上

で
実
施
し
た
。

　

国
語
科
で
は
書
写
を
実
施
し

て
い
な
い
た
め
、
年
に
１
回
だ

け
毛
筆
を
持
つ
と
い
う
子
も
多

い
。
そ
ん
な
中
、
Ｎ
Ｙ
育
英
学

園
書
写
専
門
講
師
の
神
谷
房
子

指
導
の
も
と
、短
い
時
間
の
中
、

集
中
し
て
一
筆
一
筆
に
精
魂
を

こ
め
た
会
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
は
、
広
い
体
育
室
に
敷

き
詰
め
ら
れ
た
シ
ー
ト
上
に
正

座
を
し
、
手
を
合
わ
せ
て
新
年

の
挨
拶
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
し

て
講
師
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
題
の
文

字
が
ど
う
い
う
筆
さ
ば
き
で
書

か
れ
る
の
か
、
普
段
は
し
ゃ
い

で
い
る
子
ど
も
た
ち
も
皆
真
剣

な
眼
差
し
で
見
つ
め
て
い
た
。

そ
し
て
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、

精
神
統
一
を
し
な
が
ら
筆
を
持

ち
、
各
学
年
与
え
ら
れ
た
お
題

を
2
〜
3
枚
書
き
、
そ
の
中
か

ら
一
番
よ
く
書
け
た
1
枚
を
個

人
の
作
品
と
し
て
提
出
し
た
。

　

提
出
し
た
作
品
は
す
べ
て
1

月
20
日
に
校
内
に
展
示
さ
れ

た
。

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

小
中
学
部
で
書
き
初
め ３、４年生

現
地
校
と
交
流

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の

３
・
４
年
生
が
、
１
月
18
日
に

Eagle Hill School

を
招
待
し
、

学
校
間
交
流
を
行
っ
た
。

　

２
学
期
に
は
同
校
を
訪
問

し
、
温
か
く
歓
迎
さ
れ
た
。
今

回
は
招
待
す
る
側
と
し
て
、
日

本
の
文
化
や
魅
力
を
ど
の
よ
う

に
伝
え
る
か
を
考
え
、
準
備
を

整
え
て
き
た
。
子
供
た
ち
は
話

合
い
を
し
て
、
日
本
に
関
す
る

ク
イ
ズ
や
け
ん
玉
、
習
字
、
手

作
り
の
カ
ル
タ
な
ど
日
本
の
文

化
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

　

活
動
を
通
し
て
、児
童
は「
英

語
で
話
せ
る
か
心
配
だ
っ
た
け

ど
、
話
せ
て
良
か
っ
た
」「
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
」等
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

英
語
を
使
っ
て
の
交
流
は
日
頃

の
学
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
楽

し
く
交
流
す
る
有
意
義
な
時
間

と
な
っ
た
。

イーグル・ヒル・スクールを招待

日本文化を紹介

　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク

学

院
（3 College Rd, 

Purchase, NY

）
は
３
月
30
日

（
土
）
午
前
９
時
か
ら
、
オ
ー

プ
ン
ハ
ウ
ス
を
開
催
す
る
。

　

学
院
説
明
会
、
在
校
生
に
よ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
教
員

に
よ
る
各
教
科
の
紹
介
と
模
擬

授
業
、
生
徒
会
や
ク
ラ
ブ
活
動

の
紹
介
、
音
楽
演
奏
会
、
さ
ら

に
ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
の
ラ

ン
チ
な
ど
を
実
施
す
る
。
一
日

を
通
し
て
、
同
学
院
の
雰
囲
気

と
校
風
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

在
校
生
や
教
職
員
と
接
す
る
こ

と
で
、
将
来
の
学
院
生
活
を
よ

り
鮮
明
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
機

会
と
な
る
。

　

希
望
者
は
参
加
フ
ォ
ー

ムhttps://secure.keio.
edu/questionnaire/
form

/form
AutoCreate.

aspx?FormatID=1726
か
ら

申
し
込
む
。 慶應義塾NY学院（高等部）

3月10日に学校説明会

　
こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
で
は

１
月
30
日
︵
火
︶
午
前
９
時
30

分
か
ら
11
時
ま
で
﹁
現
地
校
の

選
択
ー
そ
の
利
点
と
不
利
な

点
ー
幼
児
期
の
言
葉
の
大
切

さ
﹂
と
題
す
る
講
演
会
を
開
催

す
る
。
講
師
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
ス
ク
ー
ル
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス

ト
の
バ
ー
ン
ズ
静
子
さ
ん
。
当

日
は
、
米
国
の
教
育
シ
ス
テ
ム

や
、
現
地
校
で
の
日
本
人
の
子

供
た
ち
の
現
状
に
つ
い
て
専
門

家
の
目
か
ら
見
た
学
校
現
場
の

話
す
。
参
加
希
望
者
は
電
話

９
１
４
・
９
４
９
・
０
０
６
７
、

Ｅ
メ
ー
ル kk@

kodom
ony.

org

　
ま
で
連
絡
を
。

現
地
校
に
つ
い
て
バ
ー
ン
ズ

静
子
さ
ん
迎
え
講
演
会
30
日

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

http://www.jwsnj.org/
http://www.betteratmath.com
http://maikopiano.com/
https://www.diskyoto.com/
http://shidogakuin.com
tel:2122136069
https://secure.keio.edu/questionnaire/form/formAutoCreate.aspx?FormatID=1726
mailto:kk@kodomony.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
（
川

﨑
淳
一
郎
校
長
、
幼
児
部
児
童

数
83
人
）
は
、
13
日
に
幼
児
部

餅
つ
き
会
を
開
催
し
た
。
児
童

た
ち
は
は
じ
め
に
餅
つ
き
に
必

要
な
臼
と
杵
に
つ
い
て
学
び
、

み
ん
な
で
「
お
正
月
」
を
歌
い
、

餅
つ
き
に
臨
ん
だ
。

　

保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

の
も
と
、
も
ち
米
が
蒸
し
あ
が

る
と
、「
よ
い
し
ょ
、よ
い
し
ょ
」

と
力
強
い
か
け
声
で
保
護
者
に

よ
る
餅
つ
き
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

幼児部で餅つき会
NY補習授業校W校で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス　

岡
本
徹
学

園
長
）
は
、
18
日
に
小
学
部
に

お
い
て
授
業
参
観
を
行
っ
た
。　
　

　

第
3
学
期
開
始
後
す
ぐ
に
行

っ
た
新
春
書
き
初
め
作
品
が
所

狭
し
と
掲
示
さ
れ
た
学
園
内
廊

下
は
、
参
観
日
の
間
、
連
日
保

護
者
で
一
杯
と
な
り
、
国
語
・

算
数
・
理
科
・
社
会
・
生
活
・

体
育
・
音
楽
・
英
語
な
ど
の
教

科
や
、
学
園
外
の
施
設
で
実
施

し
て
い
る
ス
ケ
ー
ト
教
室
の
様

子
な
ど
が
参
観
さ
れ
た
。
授
業

時
間
に
加
え
て
、
休
み
時
間
や

友
達
と
関
わ
る
様
子
な
ど
も
見

た
保
護
者
は
「
友
達
と
い
き
い

き
と
過
ご
し
て
い
る
様
子
を
見

て
嬉
し
く
思
う
」「
生
活
科
の

お
店
屋
さ
ん
で
は
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
参
加
し
て
学
び
の
多
い

授
業
で
大
変
楽
し
く
有
意
義
で

し
た
」な
ど
と
感
想
を
話
し
た
。

　

小
学
部
の
ス
ケ
ー
ト
教
室
で

は
、
大
好
評
だ
っ
た
昨
年
度
同

様
「
親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室
」
と

し
た
。
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
は

親
子
が
仲
良
く
滑
る
姿
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
た
。「
普
段
は
な

か
な
か
一
緒
に
滑
る
こ
と
の
な

い
ス
ケ
ー
ト
で
す
が
、
や
っ
て

み
る
と
難
し
く
、
子
ど
も
の
成

長
を
感
じ
ら
れ
た
し
、
楽
し
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
た
。

　

全
日
制
部
門
小
学
部
児
童
の

書
写
作
品
（
毛
筆
部
門
と
硬
筆

部
門
）
は
、
紀
伊
国
屋
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
店
で
2
月
1
日
ま

で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

親
子
で
ス
ケ
ー
ト

育
英
学
園
の
授
業
参
観

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日

本
人
学
校
（
櫻
井
幹
也
校

長
）
は
12
日
、
Ｎ
Ｊ
州
に
あ

る
「M

ontclair State Ice 
Arena

」
へ
全
校
児
童
生
徒
で

NJ日本人学校

スケート教室
全校児童生徒で

ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
児
童
た

ち
は
目
を
輝
か
せ
た
。
児
童
た

ち
は
保
護
者
と
と
も
に
杵
を
持

ち
、
み
ん
な
で
元
気
い
っ
ぱ
い

10
ま
で
数
え
、
餅
つ
き
を
楽
し

ん
だ
。
つ
き
終
え
た
餅
は
切
り

分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い

思
い
の
大
き
さ
に
丸
め
、
枝
に

付
け
て
餅
花
を
完
成
さ
せ
た
。

餅
つ
き
体
験
や
餅
花
作
り
を
通

し
て
、
日
本
の
お
正
月
ら
し
さ

を
体
感
す
る
こ
と
が
出
来
た
楽

し
い
餅
つ
き
会
と
な
っ
た
。

ス
ケ
ー
ト
教
室
に
出
か
け
た
。

最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
リ

ン
ク
の
中
、
自
分
の
レ
ベ
ル
に

合
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

ス
ケ
ー
ト
の
練
習
を
行
っ
た
。

指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
プ
ロ
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
同
校
の

教
職
員
。
子
ど
も
達
の
技
術
向

上
と
何
よ
り
も
子
ど
も
達
が
ス

ケ
ー
ト
と
よ
い
出
会
い
を
し
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
指
導
に

あ
た
っ
た
。
子
ど
も
達
は
「
転

ぶ
回
数
が
減
っ
て
昨
年
よ
り
上

手
に
な
っ
た
」「
と
て
も
楽
し

か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
多

く
、
充
実
し
た
ス
ケ
ー
ト
教
室

と
な
っ
た
。

https://starchildny.com/
http://www.gwjs.org
https://miray109.com/
tel:2122136069
http://ymcatfv.org/
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現
地
校
の
５
年
生
の
子
ど

も
が
中
学
生
の
間
に
本
帰
国
と

な
る
予
定
で
す
。
中
学
の
途
中

に
家
族
で
帰
国
し
編
入
を
す
る

か
、
中
学
入
学
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
母
子
で
帰
国
す
る
か
を
悩
ん

で
い
ま
す
。

Ａ　

渡
米
し
た
際
の
転
校
や
環

境
の
変
化
は
「
親
の
都
合
」
に

子
ど
も
を
付
き
合
わ
せ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、中
学
進
学
は「
自

ら
選
択
す
る
」
機
会
を
用
意
し

て
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
際
、
お
子
様
を
一
番
理
解

し
て
い
る
ご
両
親
が
導
く
形
で

選
択
肢
を
ご
提
示
さ
れ
る
こ
と

が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
中
学
入
学
の
時
期
に

帰
国
を
す
る
場
合
、
入
学
時
か

ら
周
り
の
友
人
と
と
も
に
学
校

生
活
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
こ
と

で
精
神
的
負
担
が
少
な
く
て
す

む
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
お
住
ま
い
の
学
区
の
公

立
学
校
か
選
抜
試
験
の
あ
る
学

校
へ
の
進
学
か
を
考
え
ま
す
。

　

公
立
中
学
を
選
択
し
た
場
合

は
、
３
年
後
の
高
校
受
験
の
こ

と
も
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。
英

語
圏
で
教
育
を
受
け
て
き
た
お

子
様
は
、
英
語
力
を
活
か
せ
る

入
試
を
選
択
す
る
こ
と
が
賢
明

で
す
。
学
校
で
の
成
績
や
活
動

な
ど
、
内
申
書
が
高
校
進
学
へ

影
響
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
教
科
の
補
強
や
入
試
に
備

え
て
塾
に
通
う
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

中
高
一
貫
の
国
公
立
や
私
立

校
へ
の
進
学
は
、
試
験
に
合
格

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

般
生
の
中
学
校
入
試
の
多
く
は

１
〜
２
月
に
４
教
科
で
実
施
さ

れ
ま
す
が
、
帰
国
生
入
試
は
そ

れ
以
前
に
行
わ
れ
た
り
、
英
語

受
験
が
可
能
だ
っ
た
り
２
科
目

だ
っ
た
り
と
入
試
科
目
が
一
般

生
と
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
中
学
入
試
で
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
合
格
へ
の
子
ど
も
の

熱
意
で
す
。
そ
の
気
持
ち
を
支

え
る
の
が
ご
家
庭
の
大
事
な
役

目
で
す
。学
校
の
情
報
を
集
め
、

希
望
に
合
う
学
校
を
選
び
、
お

子
様
と
一
緒
に
見
学
に
行
か
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
小

学
校
の
高
学
年
に
な
る
と
、
学

校
の
空
気
を
感
じ
、
魅
力
を
見

極
め
る
力
が
し
っ
か
り
と
備
わ

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
学
校

案
内
を
制
作
す
る
際
に
帰
国
生

か
ら
入
学
を
決
め
た
ポ
イ
ン
ト

を
伺
う
と
、
先
生
方
や
生
徒
の

様
子
、
学
校
設
備
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
で
学
校
を
判
断
し

て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま

す
。
帰
国
生
が
多
く
在
籍
す
る

学
校
は
、
何
よ
り
も
帰
国
生
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
っ
て
い
る

点
で
安
心
で
す
。
英
語
力
の
伸

長
に
加
え
、
未
習
科
目
の
フ
ォ

ロ
ー
な
ど
、
細
や
か
な
指
導
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海

外
で
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
と
て
も
大
き

な
存
在
と
な
り
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
、
中
学
の
途
中
で
帰

国
し
て
編
入
を
す
る
場
合
で
す

が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
と
て
も
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

学
区
の
公
立
中
学
校
へ
の
編

入
は
い
つ
で
も
可
能
で
す
が
、

す
ぐ
に
高
校
受
験
が
あ
り
ま

す
。
帰
国
生
と
し
て
高
校
受
験

を
す
る
場
合
、受
験
資
格
は「
帰

国
後
○
年
以
内
」
な
ど
、
各
学

校
に
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、

気
に
な
る
学
校
は
募
集
要
項
の

情
報
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
お

く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
学
校

生
活
へ
の
適
応
は
、
お
子
様
の

性
格
を
充
分
に
考
慮
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
思
春
期
の
お
子

様
は
、
以
前
の
新
生
活
へ
の
順

応
と
は
違
っ
た
感
情
を
持
つ
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本

の
学
校
文
化
は
特
異
な
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。
進
学
や
学
校

生
活
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
子
様
と
よ
く
話
し

合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

中
高
一
貫
校
へ
の
編
入
は
、

試
験
を
受
け
、
進
ん
で
い
る
授

業
を
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
さ
れ
ま

す
。
編
入
生
を
受
け
い
れ
る
学

校
で
も
欠
員
が
あ
る
時
の
み
行

う
場
合
や
、
定
員
は
若
干
名
と

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。
ご
希
望
の
学
校
が
あ

れ
ば
、
募
集
人
数
の
多
い
入
学

試
験
で
の
合
格
を
目
指
す
こ
と

が
最
良
の
選
択
と
考
え
ま
す
。

　

日
本
の
教
育
環
境
は
多
少
窮

屈
な
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
お

子
様
の
将
来
を
見
据
え
な
が

ら
、
今
を
楽
し
む
こ
と
も
忘
れ

ず
、
ご
家
族
皆
様
が
納
得
す
る

選
択
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

「
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

母
の
会
」

で
は
「
母
親
が
歩
い
て
見
た
帰

国
生
の
た
め
の
学
校
案
内
」
を

毎
年
９
月
に
発
行
し
て
い
ま

す
。
帰
国
生
入
試
を
行
う
首
都

圏
の
学
校
を
訪
問
し
て
集
め
た

帰
国
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
入

試
・
編
入
情
報
な
ど
を
掲
載
、

帰
国
生
の
ご
家
庭
か
ら
好
評
を

頂
い
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

の
上
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
欄
へ
の
相
談
は 

フ
レ
ン
ズ
帰
国
生
母
の
会

http://fkikoku.sun.
bindcloud.jp/

本欄への相談は 
フレンズ帰国生母の会
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983 年 10 月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
海外生活教育相談を中心に活動している。

 フレンズ帰国生母の会        門間一枝相談員
滞在歴と滞在時の子供の年齢：中国・上海（3 年）

長男 9 歳～ 12 歳、次男 7 歳～ 10 歳

中学生の帰国

　

1
月
13
日
、
Ｎ
Ｊ
補
習
授
業

校
（
高
畑
誠
校
長
）
幼
児
部
は
、

も
ち
つ
き
大
会
を
行
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
い
て
は
、
ほ
ぼ

餅
を
つ
く
機
会
な
ど
な
い
子
ど

も
達
。
保
育
者
か
ら
「
餅
を
つ

い
た
こ
と
あ
る
人
？
」
の
問
い

か
け
に
、
7
割
く
ら
い
の
子
ど

も
達
が
手
を
上
げ
て
い
た
。
餅

つ
き
の
由
来
や
意
味
を
保
育
者

か
ら
話
を
伺
い
、
い
ざ
餅
つ
き

へ
。
子
ど
も
用
の
小
さ
い
杵
や

臼
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

そ
れ
で
も
重
そ
う
に
杵
を
振
り

下
ろ
し
て
い
た
。
た
だ
中
に
は

力
自
慢
が
い
て
大
人
顔
負
け
の

パ
ワ
ー
で
力
強
く
餅
を
つ
い
た

い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

で
き
あ
が
っ
た
餅
は
、
鏡
餅
に

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
に
飾

り
、
お
正
月
ム
ー
ド
に
花
を
添

え
て
い
た
。

幼
児
部
で
餅
つ
き

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校

餅
つ
き
イ
ベ
ン
ト
開
催

Alto

日
本
語
補
習
校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ンAlto

日
本
語
補
習
校

は
、
餅
つ
き
イ
ベ
ン
ト
「
Ｎ
Ｙ

も
ち
つ
き
祭
２
０
２
４
」
を
開

催
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

Dainobu USA 

、Nippon 
Life　

Benefits

、Canon 
Solutions America

、the 
rice factory NY 

の
協
賛
に
よ

っ
て
開
催
さ
れ
た
。
ス
タ
ッ
フ

が
も
ち
米
か
ら
餅
に
な
る
過
程

や
、
お
正
月
に
鏡
餅
を
飾
る
意

味
な
ど
を
ク
イ
ズ
に
し
な
が
ら

紹
介
し
、
餅
つ
き
に
ま
つ
わ
る

知
識
を
楽
し
く
学
ん
だ
。
教
員

に
よ
る
餅
つ
き
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
は
、
会
場
か
ら
歓
声
と

拍
手
が
上
が
っ
た
。
子
ど
も
た

ち
も
実
際
に
杵
を
手
に
取
り
、

餅
つ
き
を
体
験
し
た
。
ま
た
子

ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
た
ち
も

杵
を
振
る
い
、
会
場
が
一
体
と

な
っ
て
餅
の
完
成
を
喜
ん
だ
。

で
き
た
て
の
餅
を
味
わ
い
、「
お

い
し
い
」
と
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
が
笑
顔
を
見
せ
た
。
会
場
で

は
、
餅
つ
き
の
ほ
か
に
屋
台
遊

び
も
用
意
さ
れ
た
。
自
分
で
作

る
わ
た
あ
め
、
抽
選
機
を
回
し

て
玉
を
出
す
福
引
、
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
が
、
お
祭

り
気
分
を
盛
り
上
げ
た
。「
日

本
文
化
の
餅
つ
き
を
実
際
に
体

験
で
き
、良
い
経
験
に
な
っ
た
」

「
餅
つ
き
や
屋
台
・
イ
ベ
ン
ト

と
い
う
日
本
の
習
慣
を
Ｎ
Ｙ
で

子
供
に
体
験
さ
せ
ら
れ
た
の
が

よ
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か

れ
、
日
本
の
食
や
風
習
、
文
化

に
親
子
で
触
れ
合
え
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
た
。

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/


　

こ
の
言
葉
は
、
私
が
大
切
に

し
た
い
言
葉
で
す
。
こ
の
言

葉
に
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は
、

「
ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
夢
を

叶
え
る
本
」
と
い
う
本
で
す
。

日
本
の
学
校
の
図
書
室
に
「
ウ

ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
夢
を

叶
え
る
本
」
が
あ
り
、
友
達

が
読
ん
で
い
た
の
を
面
白
そ

う
だ
と
思
っ
て
借
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
メ
イ
プ
ル
祭
の
こ

と
で
す
。
今
年
の
メ
イ
プ
ル

祭
の
劇
は
、
私
に
と
っ
て
は

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
劇
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
私
は
自
然
に
セ

リ
フ
を
言
う
言
葉
が
小
さ
く

な
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

セ
リ
フ
を
自
分
が
思
う
通
り

　

私
は
姉
と
兄
の
こ
と
を
と

て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
兄

は
今
年
の
夏
に
21
歳
に
な
り
、

姉
は
今
年
の
12
月
に
20
歳
に

な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
大
学

生
で
私
は
と
て
も
尊
敬
し
て

い
ま
す
。

　

姉
と
兄
は
小
学
四
年
生
と

五
年
生
の
時
に
ア
メ
リ
カ
に

引
っ
越
し
た
の
で
、
私
よ
り

と
て
も
大
変
な
経
験
を
し
ま

し
た
。
兄
と
姉
は
新
し
い
学

校
に
行
き
な
が
ら
新
し
い
言

語
を
習
い
、
同
じ
経
験
を
し

て
い
る
友
達
が
い
な
い
中
で

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
私
が

ア
メ
リ
カ
に
引
っ
越
し
た
時

は
三
才
で
ま
だ
幼
く
、
日
本

の
学
校
の
経
験
な
ど
を
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
ア
メ
リ

カ
生
活
に
慣
れ
る
た
め
に
特

に
何
か
を
変
え
る
と
い
う
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

私
の
兄
姉
は
た
く
さ
ん
の
こ

と
に
適
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
と
は
別
に
兄
姉
は
サ

ッ
カ
ー
を
毎
日
練
習
し
て
い

て
、
毎
週
土
曜
日
に
は
補
習

校
に
も
通
っ
て
い
ま
し
た
。

私
も
兄
姉
と
同
じ
境
遇
に
い

ま
す
が
、
私
の
場
合
は
言
語

の
問
題
も
な
か
っ
た
上
に
、

新
し
い
国
に
小
学
校
の
途
中

か
ら
引
っ
越
し
た
訳
で
も
な

く
、
兄
姉
よ
り
も
苦
労
は
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

で
も
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
感

じ
る
の
に
、
兄
姉
は
ど
ん
な

に
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

　

兄
姉
を
尊
敬
す
る
理
由
は

他
に
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
将
来
の
目
標
に
向
か
っ
て

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
ず
目
標
を
立
て
、
そ
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何

が
必
要
か
を
考
え
、
忙
し
い

大
学
生
活
の
中
で
も
妥
協
す

る
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
大
変
な
と
き
も
目
標
を

達
成
さ
せ
る
た
め
に
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
憧
れ
で
す
。

　

ま
た
、
兄
姉
は
私
に
た
く

さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
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 「
兄
姉
の
尊
敬
す
る
と
こ
ろ
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
月　

い
ず
み

（15）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）1月 27日（土）

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

る
と
こ
ろ
も
尊
敬
し
て
ま
す
。

例
え
ば
サ
ッ
カ
ー
で
何
か
困

難
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
兄
と

姉
は
必
ず
助
け
て
く
れ
ま
す
。

い
つ
も
私
が
サ
ッ
カ
ー
を
も

っ
と
上
手
に
な
る
よ
う
に
後

押
し
し
て
く
れ
ま
す
。
他
に

も
姉
と
兄
は
た
く
さ
ん
努
力

を
し
て
目
標
と
し
て
い
た
大

学
に
入
っ
た
こ
と
も
尊
敬
し

て
い
ま
す
。
兄
は
プ
リ
ン
ス

ト
ン
大
学
に
通
い
、
姉
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
サ
ッ
カ

ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
私
は

兄
姉
が
受
験
期
間
に
毎
日
大

変
で
も
目
標
の
大
学
に
入
る

た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
の
を

見
て
、
と
て
も
尊
敬
し
ま
し

た
。
大
学
に
入
っ
た
時
の
兄

と
姉
の
達
成
感
は
と
て
も
大

き
く
て
、
私
も
兄
姉
の
よ
う

に
た
く
さ
ん
努
力
し
て
そ
の

達
成
感
を
得
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
今
も
何
年
も
先
の

ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
計
画
を

立
て
る
と
こ
ろ
も
尊
敬
し
て

ま
す
。「
ゴ
ー
ル
を
到
達
す
る

た
め
に
は
こ
れ
と
こ
れ
と
こ

れ
が
必
要
。」
と
見
極
め
て
計

画
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
が

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
大
変
で
も
、
い
つ
も
物
事

を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
も
憧
れ
で
す
。
私

も
い
つ
か
そ
う
考
え
ら
れ
る

人
に
な
る
た
め
に
頑
張
り
た

い
で
す
。

　

私
は
将
来
、
姉
と
兄
の
よ

う
に
大
変
で
も
目
標
に
向
か

っ
て
毎
日
努
力
を
す
る
人
に

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
（
滞
米
10
年
７
か
月
）

 「
追
い
続
け
る
勇
気
が
あ
る

の
な
ら
、
全
て
の
夢
は
必

ず
実
現
す
る
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

奈
々

に
言
え
ず
自
分
に
は
絶
望
感

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
私
は

長
文
の
セ
リ
フ
が
あ
っ
た
の

で
最
初
は
追
い
打
ち
を
か
け

ら
れ
た
よ
う
で
す
ご
く
自
信

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎

日
毎
日
家
で
練
習
を
し
、「
今

日
も
で
き
な
か
っ
た
。」「
今

日
も
失
敗
し
ち
ゃ
っ
た
」
な

ど
と
思
い
返
す
と
自
分
を
低

く
す
る
発
言
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

家
に
帰
っ
た
あ
と
は
、「
明

日
の
練
習
こ
そ
先
生
に
ダ
メ

出
し
さ
れ
ち
ゃ
う
。」
な
ど
と

色
々
な
こ
と
を
考
え
て
し
ま

い
な
か
な
か
劇
に
全
力
を
注

い
で
集
中
し
た
こ
と
は
め
っ

た
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
大
き
い
声
を
出
し
た
い
。」、

「
失
敗
し
た
く
な
い
。」、「
み

ん
な
と
団
結
し
て
劇
を
し
た

い
」
と
思
う
内
に
私
の
中
で

一
つ
の
夢
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ

ズ
ニ
ー
の
「
追
い
続
け
る
勇

気
が
あ
る
の
な
ら
す
べ
て
の

夢
は
必
ず
実
現
す
る
」
と
い

う
言
葉
で
す
。
そ
ん
な
思
い

の
中
、
私
達
は
練
習
を
し
て

い
く
う
ち
に
、
段
々
と
団
結

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
当
日
の
劇
で
は
見
事

に
成
功
し
ま
し
た
。
私
は
き

ち
ん
と
セ
リ
フ
を
大
き
い
声

で
言
え
た
と
思
う
し
、
私
な

り
に
は
す
べ
て
出
し
切
っ
た

つ
も
り
で
す
。
先
生
か
ら
見

る
と
「
こ
こ
は
だ
め
だ
っ
た
。」

「
こ
こ
は
も
う
少
し
で
き
た
と

思
う
」
な
ど
と
思
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

私
は
追
い
続
け
る
勇
気
を
持

っ
て
追
い
続
け
た
の
で
夢
は

実
現
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
メ
イ
プ
ル
祭
の
中
で

私
は
た
く
さ
ん
の
子
と
仲
が

深
ま
っ
た
し
、
新
し
い
友
達
も

で
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の
メ

イ
プ
ル
祭
を
通
し
て
諦
め
な

い
こ
と
は
大
切
な
ん
だ
な
と

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
「
追
い
続
け

る
夢
が
あ
る
の
な
ら
、
す
べ

て
の
夢
は
必
ず
実
現
す
る
。」

こ
の
言
葉
を
、
大
切
に
し
て

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
（
滞
米
２
年
４
か
月
）

 

「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く

り
」
と
聞
い
て
、
ぼ
く
は
は
じ  　

め
は
、「
か
げ
お
く
り
」
と
い

う
遊
び
の
お
話
か
と
思
い
ま
し

　

こ
の
夏
、
私
は
世
界
中
に

大
切
な
友
達
が
で
き
ま
し
た
。

三
週
間
の
テ
キ
サ
ス
で
の
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
出
会
っ
た

約
十
カ
国
か
ら
来
た
仲
間
で

す
。

　

私
は
六
月
の
終
わ
り
に
、

ア
メ
リ
カ
代
表
と
し
て
他
に

三
人
の
仲
間
と
ダ
ラ
ス
に
行

き
ま
し
た
。
家
族
と
二
週
間

も
は
な
れ
る
の
も
初
め
て
で
、

最
初
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な

り
ま
し
た
。
楽
し
い
け
れ
ど

き
ん
ち
ょ
う
し
た
毎
日
で
、

キ
ャ
ン
プ
開
始
か
ら
一
週
間

経
っ
た
こ
ろ
に
体
調
を
く
ず

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夜
中
、

気
持
ち
が
悪
く
な
っ
て
は
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
シ
ン
ク

を
な
が
め
な
が
ら
ぼ
ー
っ
と

し
て
い
た
ら
、
ル
ー
ム
メ
ー

ト
の
オ
リ
ビ
ア
が
起
き
て
、

「
え
ま
、
ど
う
し
た
の
？
大
じ

ょ
う
夫
？
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
自
分
で
も
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
の
で
、
オ
リ
ビ
ア

が
心
配
し
て
、
優
し
く
声
を

か
け
て
く
れ
た
の
が
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の

後
、
オ
リ
ビ
ア
と
は
色
々
な

こ
と
を
話
せ
る
大
切
な
友
達

に
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
は
「
世
界
の

人
々
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
」
が

メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
し
た
。
毎

日
色
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

私
が
思
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特

ち
ょ
う
が
あ
っ
て
、
似
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
ち
が

う
と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど
、

友
達
に
な
っ
た
ら
、
あ
ま
り

国
は
関
係
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

国
が
関
係
な
く
、
わ
か
り

合
え
る
と
、
世
界
が
一
歩
平

和
に
近
づ
け
る
と
思
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
の
仲
間
と
は
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
友
達
で
痛

い
で
す
。
そ
し
て
、
ま
た
会

え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
滞
米
11
年
）

 「
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
休
み
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
田　

愛
真

た
。
で
も
、
ち
い
ち
ゃ
ん
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
家
族
に
会

え
る
よ
う
に
ね
が
い
を
こ
め

た
切
な
い
遊
び
で
し
た
。

　

ぼ
く
が
い
ち
ば
ん
心
に
残

っ
た
の
は
、
ち
い
ち
ゃ
ん
が

天
国
で
家
族
に
会
え
た
場
面

で
す
。
空
色
の
花
畑
に
す
い

こ
ま
れ
た
ち
い
ち
ゃ
ん
が
、

家
族
に
会
え
た
様
子
が
と
て

も
幸
せ
そ
う
で
し
た
。
く
う

し
ゅ
う
か
ら
に
げ
て
い
た
時

に
家
族
と
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ

て
、
家
も
や
け
て
一
人
ぼ
っ

ち
で
待
っ
て
い
た
ち
い
ち
ゃ

ん
は
、
本
当
に
心
細
か
っ
た

だ
ろ
う
な
と
、
む
ね
が
苦
し

く
な
り
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
、
命
は
消
え
て
し

ま
っ
た
け
れ
ど
、
や
っ
と
家

族
に
会
え
て
よ
か
っ
た
ね
と

思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
だ
っ
た

ら
、
何
が
あ
っ
て
も
ぜ
っ
対

に
家
族
と
は
な
れ
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
、「
天
国

じ
ゃ
な
く
て
、
今
生
き
て
そ

ば
に
い
て
。」
と
言
っ
て
、
な

い
て
ぼ
く
を
だ
き
し
め
ま
し

た
。

　

こ
の
お
話
を
読
ん
で
、
家

族
と
い
っ
し
ょ
に
い
ら
れ
る

こ
と
は
、
と
て
も
と
く
べ
つ

で
あ
り
が
た
い
と
感
じ
ま
し

た
。
今
の
幸
せ
な
時
を
大
切

に
し
ま
す
。

　
　
　
（
滞
米
５
年
４
か
月
）

 「
か
げ
お
く
り
に
こ
め
た

ね
が
い
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
N
J
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
登　

大
賀

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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プ
ロ
ス
ペ
ク
ト 

パ
ー
ク
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

区
に
あ
る
都
市
公
園
で
す
。
こ
の
公
園
は
、
パ
ー
ク 

ス
ロ
ー
プ
、

プ
ロ
ス
ペ
ク
ト 

ハ
イ
ツ
、
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト 

レ
フ
ァ
ー
ツ 

ガ
ー
デ

ン
ズ
、
フ
ラ
ッ
ト
ブ
ッ
シ
ュ
、
ウ
ィ
ン
ザ
ー 

テ
ラ
ス
の
地
区
の
間

に
位
置
し
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
、
グ
ラ
ン
ド 

ア
ー
ミ
ー 

プ
ラ

ザ
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
植
物
園
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
レ

ー
フ
ァ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン

の
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ア
ベ

ニ
ュ
ー
に
あ
る
２
寝
室

の
レ
ン
タ
ル
ア
パ
ー

ト
。
浴
室
が
２
つ
あ
り
、

ウ
ッ
ド
フ
ロ
ア
で
室
内

外
が
改
修
済
み
の
モ
ダ

ン
な
デ
ザ
イ
ン
で
落
ち

着
い
た
生
活
を
楽
し
め

る
設
計
に
な
っ
て
い

る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ

も
地
下
鉄
で
通
勤
が
可

能
だ
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
除

い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

５
区
の
中
で
は
一
番
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
や
通
り
が
残
っ
て
い
る

の
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
。
古
き
良
き
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
時
代
を
楽
し

み
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
住
環
境
も
得
ら
れ
る
エ
リ
ア

だ
。

　

家
賃
は
３
１
５
０
ド
ル
と
２
寝
室
の
価
格
と
し
て
は
市
内
で
も

か
な
り
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
と
言
え
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
７
１
８
・
２
１
０
・
４
０
５
１
、
Ｅ
メ
ー
ル 

Ted.Matsumoto@corcoran.com 　
松
本
さ
ん

（
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
）

ブルックリン・プロスペクトパークの２寝室アパート

　
Ｎ
Ｙ
Ｃ
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ウ
ィ

ー
ク
が
1
月
16
日
か
ら
2
月
4

日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
予

約
も
始
ま
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
・

ウ
ィ
ー
ク
も
開
催
さ
れ
、
シ
ョ

ー
の
チ
ケ
ッ
ト
が
2
枚
綴
り
で

販
売
さ
れ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
・

レ
ス
ト
ラ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
5
つ

の
行
政
区
に
あ
る
６
０
０
以
上

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ラ
ン
チ
と
デ

ィ
ナ
ー
の
お
得
な
プ
リ
フ
ィ
ッ

ク
ス
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
提
供
さ

れ
て
い
る
。土
曜
日
は
対
象
外
。

日
曜
日
は
参
加
レ
ス
ト
ラ
ン
の

オ
プ
シ
ョ
ン
と
な
る
た
め
、
事

前
に
電
話
す
る
こ
と
を
お
勧
め

す
る
。

　
参
加
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
プ
リ

フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ラ
ン
チ
︵
2
コ

ー
ス
︶
と
デ
ィ
ナ
ー
︵
3
コ
ー

ス
︶
が
30
ド
ル
、
45
ド
ル
、
60

ド
ル
で
提
供
さ
れ
る
。
検
索
の

並
べ
替
え
は
簡
単
で
、
場
所
、

料
理
、﹁
参
加
週
﹂
で
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
で
き
る
。
ま
た
、﹁
提

供
さ
れ
る
食
事
﹂、﹁
ア
ク
セ

ス
の
し
や
す
さ
﹂、﹁
所
有
者 

﹂

で
検
索
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

テ
ー
マ
が
お
好
み
な
ら
、
そ
れ

ら
も
数
多
く
あ
る
： 

﹁Jam
es 

B
eard H

onorees

﹂、﹁W
ine 

S
p

ectator W
in

n
ers

﹂
、

﹁N
Y

C
 R

estaurant W
eek 

C
lassics

﹂
、
﹁B

est of the 
B

oroughs

﹂
な
ど
の
リ
ス
ト

が
あ
る
。
有
名
参
加
レ
ス
ト
ラ

ン
の
味
を
食
べ
比
べ
で
き
る
い

い
機
会
だ
。

レ
ス
ト
ラ
ン
週
間
と

観
劇
割
引
サ
ー
ビ
ス

た
だ
い
ま
実
施
中

　
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
株
式
会

社
︵
本
社
東
京
都
︶
は
、
米
国

食
品
医
薬
品
局
︵
Ｆ
Ｄ
Ａ
︶
の

認
証
を
受
け
た
パ
ッ
ク
ご
は
ん

﹁M
icrow

avable In
stan

t 
Prem

ium
 W

hite R
ice

﹂
を
、

１
月
か
ら
発
売
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
同
社
の
食
品
事
業

は
米
国
へ
本
格
進
出
し
た
。

　
農
林
水
産
省
が
推
進
す
る

﹁
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

拡
大
実
行
戦
略
﹂
で
は
、
日
本

か
ら
海
外
へ
の
﹁
コ
メ
・
パ
ッ

ク
ご
飯
・
米
粉
お
よ
び
米
粉
製

品
﹂
の
輸
出
額
を
２
０
１
９
年

の
52
億
円
か
ら
２
０
２
５
年
に

１
２
５
億
円
ま
で
引
き
上
げ
る

と
し
て
い
る
。
特
に
パ
ッ
ク
ご

は
ん
は
、
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ

へ
の
輸
出
額
が
２
０
１
７
年
か

ら
２
０
２
３
年
の
約
5
年
間
で

約
２
・
３
倍
に
増
加
し
て
お
り
、

最
大
の
輸
出
先
国
と
な
っ
て
い

る
。

　
同
社
は
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
支
援
と
米
の
消
費
拡
大
の

た
め
２
０
１
３
年
に
食
品
事
業

に
参
入
し
、
現
在
は
パ
ッ
ク
ご

は
ん
を
中
心
に
国
内
に
お
け
る

生
産
体
制
の
増
強
を
進
め
て
い

る
。
２
０
２
２
年
に
は
パ
ッ
ク

ご
は
ん
の
直
接
貿
易
を
開
始

し
、
台
湾
を
中
心
に
海
外
展
開

し
て
い
る
。

　﹁M
icrow

avable Instant 
Prem

ium
 W

hite R
ice

﹂
は
、

当
社
の
角
田
工
場
︵
宮
城
県
角

田
市
︶
で
の
製
造
に
関
す
る
Ｆ

Ｃ
Ｅ
認
証
と
、
商
品
の
規
格
に

関
す
る
Ｓ
Ｉ
Ｄ
認
証
を
受
け
た

パ
ッ
ク
ご
は
ん
で
、
ア
イ
リ
ス

グ
ル
ー
プ
の
ア
イ
リ
ス
Ｕ
Ｓ
Ａ

イ
ン
ク
︵
本
社
ア
リ
ゾ
ナ
州
サ

プ
ラ
イ
ズ
市
、
髙
橋 

博
之
社

長
︶
の
ア
リ
ゾ
ナ
工
場
を
経
由

し
、
今
年
１
月
か
ら
ネ
ッ
ト
通

販
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
大
手
ス

ー
パ
ー
を
中
心
に
発
売
し
て
い

る
。

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ

パ
ッ
ク
ご
飯
を
米
国
で
発
売

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
今
年
も
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し

ま
す
。
さ
て
、
今
年
は
辰
年
。

登
り
調
子
の
人
生
を
構
築
し
や

す
い
年
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
辰
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
す

か
殺
す
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人

の
自
由
で
す
。
私
は
、
今
年
62

歳
に
な
り
ま
す
。
62
歳
と
言
え

ば
、
私
の
父
が
会
社
を
リ
タ
イ

ア
し
た
年
齢
。
私
も
、
過
去
の

自
分
か
ら
リ
タ
イ
ア
し
て
、
新

た
な
自
分
を
育
む
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
際
し
て
、

先
ず
、
新
し
い
公
認
資
格
を
取

得
い
た
し
ま
し
た
。
ヘ
ン
レ
・

イ
ー
リ
ー
博
士
（
ナ
チ
ュ
ロ
パ

シ
ー
・
ド
ク
タ
ー
）
率
い
る
、

エ
ネ
ジ
ェ
テ
ィ
ッ
ク
・
ヘ
ル
ス
・

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
の
公
認

資
格
「
ワ
ク
チ
ン
教
育
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
」
で
す
。

　

こ
の
コ
ー
ス
内
容
は
、「
ワ

ク
チ
ン
の
イ
ン
グ
レ
デ
ィ
エ
ン

ツ
」「
イ
ン
グ
レ
デ
ィ
エ
ン
ツ

が
人
体
に
与
え
る
影
響
」「
ワ

ク
チ
ン
が
デ
ベ
ロ
ッ
プ
さ
れ
て

き
た
歴
史
的
、
政
治
的
、
社
会

的
な
背
景
と
ニ
ー
ズ
」「
万
が

一
、
ワ
ク
チ
ン
障
害
が
起
こ
っ

た
場
合
の
政
府
の
対
応
と
保
証

と
申
請
の
仕
方
」「
後
遺
症
の

対
応
の
仕
方
と
セ
ラ
ピ
ー
」
な

ど
で
し
た
。
こ
こ
で
使
わ
れ
た

資
料
は
す
べ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
一
般
公
開
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
誰
で

も
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
出
来
ま

す
。こ
の
コ
ー
ス
を
取
る
ま
で
、

あ
る
程
度
の
事
は
知
っ
て
い
て

も
、
細
部
、
深
部
に
渡
っ
て
調

公
認
「
ワ
ク
チ
ン
教
育
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
」
に
な
り
ま
し
た
！

べ
る
努
力
を
怠
っ
て
い
た
こ
と

を
私
自
身
反
省
し
ま
し
た
。
コ

ー
ス
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
イ
ン
グ

レ
デ
ィ
エ
ン
ツ
を
確
認
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
、
自
分

の
行
動
を
決
定
す
る
十
分
な
情

報
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
来
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
ワ
ク
チ

ン
に
関
す
る
論
争
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
で
も
、
何
故
賛
成
な

の
か
、
何
故
反
対
な
の
か
、
そ

の
根
拠
を
明
確
に
説
明
す
る
物

は
多
く
な
い
と
感
じ
ま
す
。「
サ

イ
エ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
ド
」、「
エ

ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
ド
」
が
も

て
は
や
さ
れ
る
世
の
中
で
、
私

た
ち
の
多
く
が
結
局
、「
自
分

で
調
べ
、
自
分
で
決
め
て
行
動

を
起
こ
す
」
こ
と
を
実
行
し
て

い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
何
か
自

分
に
不
都
合
な
こ
と
が
起
こ
る

と
「
知
ら
な
か
っ
た
」、
あ
る

い
は
「
○
○
と
い
う
偉
い
人
が

言
っ
た
か
ら
」
と
、
そ
の
責
任

逃
れ
を
す
る
の
で
す
。
こ
の
コ

ー
ス
を
取
っ
て
一
番
勉
強
に
な

っ
た
の
は
、
こ
こ
で
し
た
。
専

門
家
た
ち
は
、
本
当
の
事
も
、

お
金
で
買
わ
れ
た
嘘
も
、
サ
イ

エ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
ド
と
し
て
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
・
メ
デ
ィ
ア

に
載
せ
て
き
ま
す
。
ど
の
情
報

が
、
自
分
に
と
っ
て
正
し
い
か

を
決
め
る
の
は
、皆
さ
ん
の「
ガ

ッ
ト
・
セ
ン
ス
」
で
す
。
ワ
ク

チ
ン
が
良
い
か
悪
い
か
は
、「
自

分
に
と
っ
て
」
良
い
か
、
悪
い

か
を
決
め
る
べ
き
で
、
そ
の
結

果
の
責
任
も
自
分
で
取
る
覚
悟

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
随

分
長
い
間
、人
々
は
「
無
気
力
、

無
関
心
、
無
責
任
」
の
三
無
主

義
、
い
わ
ゆ
る
「
だ
ん
ま
り
を

決
め
込
む
」
生
き
方
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
こ
の「
だ
ん
ま
り
」

の
裏
に
は
、「
感
情
的
に
傷
つ

き
た
く
な
い
」、「
感
情
的
に
面

倒
く
さ
い
」
と
い
う
思
い
が
隠

さ
れ
て
い
ま
す
。何
故
な
ら「
感

情
の
問
題
」
が
、
一
番
ス
タ
ミ

ナ
を
使
う
か
ら
で
す
。
悪
質
な

食
べ
物
を
食
べ
続
け
て
き
た
世

代
は
、
自
分
の
生
命
の
危
機
に

あ
っ
て
も
、
熟
考
し
、
決
定
し
、

そ
の
責
任
を
と
る
、
言
っ
て
み

れ
ば
自
分
を
信
じ
る
力
が
残
っ

て
い
な
い
の
で
す
。
感
情
的
に

傷
つ
く
こ
と
を
恐
れ
れ
ば
、
私

た
ち
の
魂
は
成
長
し
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
！
２
０
２
４
年
は
、

辰
年
。
つ
ま
り
地
球
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
乱
気
流
も
激
し
い
年
で

し
ょ
う
。
そ
の
突
風
に
右
往
左

往
さ
れ
ず
に
、
し
っ
か
り
立
っ

て
、
自
分
の
真
実
を
生
き
抜
く

た
め
に
は
、
何
を
ど
う
し
た
ら

良
い
の
か
、
こ
の
年
の
は
じ
め

に
良
く
考
え
ま
し
ょ
う
！

　

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米

国
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

認
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
「
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
」
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com
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さ
て
、
前
回
（
新
年
号
に
掲

載
）
か
ら
の
続
き
で
す
が
、
４

月
に
大
き
な
介
護
の
制
度
改
定

が
あ
り
ま
す
。同
時
に
医
療
も
、

障
害
も
、
薬
事
も
改
定
で
す
の

で
、ま
さ
に
「
20
年
先
の
介
護
」

と
い
う
か
、
日
本
の
未
来
の
福

祉
を
占
う
改
定
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
回
は

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
あ
り
方
の

変
容
を
書
き
ま
し
た
が
、
も
っ

と
医
療
福
祉
と
し
て
全
体
的
に

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
国
全
体
の
生
産
労
働
者
数

が
毎
年
20
万
人
以
上
自
然
減
」

で
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
、
ま

た
は
、
今
ま
で
あ
っ
た
サ
ー
ビ

ス
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
も

避
け
ら
れ
な
い
の
は
予
測
で
き

ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
受

け
る
べ
き
、
必
要
な
福
祉
、
医

療
も
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
の
は
耐
え
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
電
気
水
道
ガ

ス
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
生
活
必
需

サ
ー
ビ
ス
だ
か
ら
で
す
。
む
し

ろ「
医
療
の
方
が
大
事
だ
か
ら
、

介
護
を
我
慢
し
よ
う
」
と
す
れ

ば
、
最
低
限
の
生
活
維
持
す
ら

ま
ま
な
ら
な
く
な
り
、
医
療
必

要
へ
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
し
て

将
来
的
に
も
っ
と
医
療
財
源
を

圧
迫
し
て
し
ま
う
。
そ
う
な
ら

な
い
た
め
に
今
の
生
活
を
維
持

す
る
た
め
の
福
祉
で
あ
り
、
介

護
な
の
で
す
。
ま
た
、
か
つ
て

提
供
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
介

護
や
施
設
入
居
を
我
慢
す
る
代

わ
り
に
、
国
が
進
め
て
い
る
在

宅
へ
の
回
帰
を
促
進
し
て
い
く

な
ら
ば
、
家
族
が
み
て
く
れ
る

し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
、
我
が

家
に
住
み
続
け
ら
れ
る
の
だ
か

ら
ご
本
人
は
嬉
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
そ
の
引
き

換
え
と
し
て
、
息
子
や
娘
、
さ

ら
に
は
孫
ま
で
も
が
泣
く
泣
く

今
の
仕
事
を
辞
め
て
、
家
庭
内

介
護
の
負
担
を
カ
バ
ー
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
介

護
離
職
」
は
も
っ
と
増
え
て
い

く
で
し
ょ
う
。

　

介
護
離
職
を
防
止
す
る
た
め

の
介
護
や
医
療
へ
の
財
政
投
資

を
ケ
チ
っ
て
、
他
の
財
政
投

資
へ
傾
倒
し
た
ま
ま
の
社
会

保
障
政
策
で
「
ま
あ
こ
ん
な

も
ん
だ
ろ
う
」
と
や
っ
て
い

る
と
、
６
年
後
の
２
０
３
０

年
ま
で
に
、
そ
の
経
済
損
失

介
護
制
度
改
定
で
変
わ
る

医
療
福
祉
へ
の
影
響
と
功
罪

は
、
な
ん
と
９
兆
円
の
労
働
力

を
失
う
こ
と
に
な
る
と
い
い
ま

す
。（
日
本
総
研
に
よ
る
ま
と

め
：
経
産
省
企
業
活
動
基
本

調
査
速
報
（
２
０
２
２
）、
教

育
研
修
費
の
実
態
調
査
一
人

あ
た
り
研
修
費
（
産
労
総
合

研
究
所
２
０
２
１
）、
就
職
白

書
（
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア

２
０
２
０
））

　
「
ま
あ
こ
ん
な
も
ん
だ
ろ
う
」

の
流
れ
を
作
っ
て
い
る
の
は
、

な
に
も
政
策
集
団
で
あ
る
立
法

や
行
政
の
せ
い
だ
け
で
な
く
、

現
役
世
代
の
声
も
大
き
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。「
今
の
政
治

に
不
満
が
あ
る
な
ら
若
者
よ
投

票
に
行
こ
う
」
と
い
う
の
も
正

論
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

若
者
の
一
部
や
偏
向
的
な
学
者

は
「
せ
っ
か
く
働
い
て
も
高
齢

世
代
に
搾
取
さ
れ
て
、
国
が
発

展
で
き
な
い
。
非
生
産
的
な
も

の
に
お
金
を
使
わ
ず
に
、
も
っ

と
生
産
的
な
技
術
や
子
育
て
に

国
は
お
金
を
使
う
べ
き
だ
」
と

言
い
ま
す
。
も
し
、
自
分
自
身

が
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障
害
者

に
な
っ
た
り
、
い
つ
か
は
来
る

高
齢
者
に
な
っ
た
り
し
た
時
に

ど
う
思
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
国
と
し
て
注
力
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
は

介
護
医
療
だ
け
で
な
く
、
半
導

体
、
蓄
電
池
、
バ
イ
オ
、
量

子
、
健
康
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
農

林
水
産
、
人
工
知
能
、
移
動
・

運
輸
。
そ
し
て
、
防
衛
、
災
害

復
興
、感
染
症
対
策
な
ど
。（
参

考
：
新
し
い
資
本
主
義
の 

グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計

画 
２
０
２
３
よ
り
）

　

も
う
全
部
「
国
策
」
と
い
っ

て
い
い
高
度
な
レ
ベ
ル
で
、
誰

が
責
任
を
持
っ
て
舵
取
り
し
て

い
く
か
と
い
う
責
任
の
重
い

「
国
の
経
営
」
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
正
月
早
々

か
ら
考
え
て
い
た
ら
、
も
う
、

「
残
業
を
減
ら
そ
う
」
と
か
「
有

給
休
暇
を
と
ろ
う
」
と
か
、
申

告
し
て
い
な
い
な
ん
と
か
パ
ー

テ
ィ
券
を
売
っ
た
の
買
っ
た
の

言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
言
い
に
く
い
言
葉

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
20
年
は

過
去
の
高
度
成
長
期
と
同
じ
く

ら
い
の
勢
い
で
、
わ
き
目
も
ふ

ら
ず
、「
過
去
最
大
の
働
き
方
」

を
し
て
、
後
世
に
豊
か
な
福
祉

大
国
日
本
を
残
し
て
い
き
た
い

な
と
誓
う
「
辰
年
」
で
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

国
境
を
越
え
て
若
手
ア
パ
レ

ル
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
育
成
を
目

指
す
一
般
社
団
法
人 SAKURA 

COLLECTION

（
代
表
理
事
：

田
畑
則
子
、
所
在
地
：
東
京
都

品
川
区
）
が
23
日
、
ジ
ェ
イ
コ

ブ
・
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
・
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ａ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
し

た
。
テ
ー
マ
素
材
は
、
創
業

１
１
０
年
の
織
物
企
業
や
ま
だ

織
（
本
社:

新
潟
県
南
魚
沼
市
）

の
絹
織
物
「
夏
塩
沢
」
と
、
株

式
会
社
ヤ
マ
サ
ワ
プ
レ
ス
（
本

社:

東
京
都
足
立
区
）
が
手
掛

け
る
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
デ
ニ
ム

「One-o-Five

」。
こ
れ
ら
の
素

材
を
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

世
界
10
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
競

っ
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の

青
木
恵
子
さ
ん
ら
が
審
査

し
、
優
勝
し
た
の
は
マ
レ
ー

シ
ア
の
ジ
ュ
ン
・
ビ
ン
・
チ

ン
さ
ん
の
作
品
＝
写
真
＝
。

全
日
空
か
ら
日
本
往
復
航
空

券
が
贈
ら
れ
た
。

日本の伝統的テキスタイル使い現代ファッションデザイン

SAKURA コレクション開催
NYジャビッツ・コンベンションセンター

mailto:tmamoru@msn.com
http://www.startsnewyork.com
tel:9176780297
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
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ま
だ
時
差
ぼ
け
が
残
っ
て
い

る
が
頑
張
っ
て
暗
い
う
ち
に
起

き
た
。
今
日
は
ア
テ
ネ
に
別
れ

を
告
げ
、
フ
ェ
リ
ー
で
車
ご
と

ミ
コ
ノ
ス
島
に
行
く
。
フ
ェ
リ

ー
に
乗
る
事
自
体
は
初
め
て
で

は
な
い
が
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
と

い
う
異
国
の
地
で
は
何
故
か
緊

張
し
て
し
ま
う
。
ゲ
ー
ト
番
号

も
搭
乗
時
間
も
チ
ケ
ッ
ト
に
は

港
の
名
前
以
外
何
も
書
い
て
い

な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
早
め

に
港
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
し

か
も
、
今
回
は
ア
テ
ネ
の
主
要

港Piraeus

で
は
な
く
、
半
島

の
反
対
側
に
あ
るRafi na

で

あ
る
。
高
速
と
一
般
道
を
か
な

り
道
を
間
違
え
な
が
ら
（
Ｇ
Ｐ

Ｓ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
せ
い

だ
！
）な
ん
と
か
着
い
た
。
が
、

早
く
着
き
す
ぎ
た
（
笑
）。
ま

だ
誰
も
い
な
い
。
と
り
あ
え
ず

た
っ
た
一
軒
開
い
て
い
る
カ
フ

ェ
で
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
と
ハ
ム
入

り
の
パ
ン
を
買
う
。
美
味
い
！

時
間
が
た
っ
ぷ
り
あ
っ
た
の

で
、
車
を
停
め
て
ハ
ー
バ
ー
を

歩
い
た
。
大
型
船
が
船
尾（
頭
）

を
ぽ
っ
か
り
と
開
け
て
白
み
始

め
た
空
を
バ
ッ
ク
に
並
ぶ
様
は

壮
大
だ
。
明
け
方
の
海
が
こ
れ

ほ
ど
綺
麗
だ
と
は
。
車
が
現
れ

始
め
た
の
で
係
員
に
指
示
さ
れ

た
場
所
に
車
を
停
め
て
車
内
で

搭
乗
を
待
つ
。
自
分
の
番
が
来

た
。
車
を
動
か
し
て
タ
ラ
ッ
プ

を
登
っ
て
乗
船
。
ミ
コ
ノ
ス
は

こ
の
フ
ェ
リ
ー
の
最
終
目
的
地

の
よ
う
で
、
札
を
か
け
ら
れ
か

な
り
の
奥
に
押
し
込
ま
れ
た
。

荷
物
を
持
っ
て
デ
ッ
キ
に
上
が

る
。
４
時
間
20
分
の
船
旅
、
ギ

リ
シ
ャ
の
島
巡
り
の
始
ま
り

だ
！

　

こ
こ
は
エ
ー
ゲ
海
な
の
だ
。

長
い
間
、
地
中
海
に
行
く
こ
と

が
憧
れ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
夢

が
叶
っ
て
以
来
ち
ら
ほ
ら
出
て

き
て
い
た
の
が
こ
の
エ
ー
ゲ
海

だ
。
昔
ポ
ー
ル
モ
ー
リ
ア
・
グ

ラ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に「
エ

ー
ゲ
海
の
真
珠
」
な
る
楽
曲
が

あ
っ
た
。

　

船
は
巨
大
で
室
内
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
形
の
部
屋
、
カ
フ

ェ
、
土
産
物
屋
ま
で
あ
っ
て
非

常
に
居
心
地
が
良
さ
そ
う
な
の

だ
が
、
エ
ー
ゲ
海
を
窓
越
し
に

見
る
の
は
勿
体
な
さ
す
ぎ
る
の

で
、
早
速
デ
ッ
キ
に
出
る
。
ち

ょ
う
ど
夜
が
明
け
る
時
間
で
、

山
か
ら
登
っ
て
く
る
真
っ
赤
な

太
陽
が
崖
の
上
に
建
つ
白
亜
の

教
会
を
照
ら
す
。
ギ
リ
シ
ャ
の

象
徴
的
な
光
景
だ
。

　

初
め
て
見
る
エ
ー
ゲ
海
は
絶

景
だ
。地
中
海
の
端
に
位
置
し
、

キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
（Cyclade

）

と
呼
ば
れ
る
33
の
ギ
リ
シ
ャ
の

島
々
が
点
在
し
て
い
る
こ
の
海

は
、
大
西
洋
な
ど
の
大
海
と
は

異
な
る
鏡
の
よ
う
に
静
か
な
水

面
に
、
島
が
次
か
ら
次
へ
現
れ

る
。
大
き
な
も
の
か
ら
小
さ
な

も
の
、街
が
見
え
る
も
の
か
ら
、

神
々
し
い
山
が
連
な
る
も
の
ま

で
様
々
だ
。
ど
の
島
も
建
物
は

白
く
塗
ら
れ
、
青
い
海
に
色
を

添
え
る
。
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
ギ

リ
シ
ャ
の
国
旗
の
色
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

風
が
吹
き
抜
け
る
海
の
上
は

暑
く
と
も
本
当
に
快
適
だ
。
ア

テ
ネ
の
熱
波
か
ら
海
に
逃
げ
る

こ
と
が
で
き
た
安
堵
感
を
感
じ

る
。

　

出
航
か
ら
ほ
ぼ
１
時
間
、
吹

き
さ
ら
し
の
デ
ッ
キ
か
ら
海
や

島
々
を
見
て
い
た
が
、
４
時
間

の
船
旅
な
の
で
中
で
休
憩
す
る

こ
と
に
し
た
。
か
な
り
混
ん
で

い
た
が
な
ん
と
か
椅
子
を
見
つ

け
て
、
一
通
り
の
ド
リ
ン
ク
を

飲
ん
だ
ら
ウ
ト
ウ
ト
と
し
て
し

ま
っ
た
。
今
朝
は
４
時
起
き
だ

っ
た
の
だ
。

　

最
後
の
１
時
間
は
デ
ッ
キ
に

戻
る
こ
と
に
し
た
。
や
は
り
景

色
が
み
た
い
。
船
はTinos

の

港
に
立
ち
寄
っ
た
。
ま
る
で
宝

石
の
よ
う
に
綺
麗
な
島
で
あ
っ

た
。
ア
テ
ネ
に
住
ん
で
い
る
友

人
は
こ
の
島
が
美
し
い
と
言
っ

て
い
た
。
来
年
行
き
ま
す
と
返

事
し
な
が
ら
、
１
回
の
旅
で
島

を
３
つ
回
る
と
し
た
ら
、
33
の

島
を
回
る
の
に
11
年
か
か
る
と

い
う
計
算
が
成
り
立
つ
。

　

４
時
間
ち
ょ
っ
と
の
航
行
の

末
ミ
コ
ノ
ス
に
着
く
。
急
い
で

荷
物
を
ま
と
め
て
船
底
に
降

り
、
車
を
探
し
、
車
内
で
待
機

す
る
。
し
ば
ら
く
待
っ
て
前
が

動
き
、
狭
い
通
路
を
運
転
し
て

眩
い
太
陽
の
中
ミ
コ
ノ
ス
に
上

陸
し
た
。
上
陸
と
い
う
言
葉
が

サ
マ
に
な
る
。

　

港
の
賑
や
か
な
こ
と
賑
や
か

な
こ
と
。
陽
に
焼
け
た
大
勢
の

人
々
の
雑
踏
を
車
で
抜
け
て
島

の
公
道
に
出
る
。
と
り
あ
え
ず

お
腹
が
空
い
た
の
で
、
ど
こ
か

ギ
リ
シ
ャ
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
ラ
ン
チ
を
取
り
た
い
の
だ

が
、
車
が
停
め
ら
れ
な
い
。
仕

方
な
く
車
が
停
め
ら
れ
た
ア
メ

リ
カ
ン
な
カ
フ
ェ
で
ラ
ン
チ
。

面
倒
臭
い
の
で
パ
ス
タ
、
グ
リ

ー
ク
サ
ラ
ダ
、
ピ
タ
を
頼
む
。

案
の
定
、
店
内
は
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
と
ア
メ
リ
カ
英
語
で
溢
れ

て
い
た
が
、
港
が
一
望
で
き
て

素
晴
ら
し
い
。Virgin

を
先
頭

に
超
巨
大
な
ク
ル
ー
ズ
船
が

３
、４
隻
停
泊
し
、
着
飾
っ
た

人
た
ち
が
小
ボ
ー
ト
で
上
陸
し

て
く
る
様
は
パ
ラ
ダ
イ
ス
と
い

え
よ
う
。

　

素
晴
ら
し
い
こ
と
に
私
た
ち

に
は
車
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て

ホ
テ
ル
は
静
か
な
島
の
反
対
側

に
予
約
し
て
あ
る
。
お
し
ゃ
れ

な
繁
華
街
を
横
目
に
、
車
は
山

に
登
り
、
畑
な
の
か
荒
地
な
の

か
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
石
垣
の

並
ぶ
乾
燥
し
た
大
地
を
30
分
ほ

ど
走
っ
た
。
突
如
、
真
っ
青
な

海
が
広
が
る
。
そ
こ
に
私
た
ち

が
３
泊
す
る
ヴ
ィ
ラ
が
あ
る
。

こ
こ
の
ホ
テ
ル
は
ど
こ
も
高

い
。
ヴ
ィ
ラ
と
な
る
と
か
な
り

す
る
も
の
だ
が
、
私
た
ち
は
い

つ
も
上
手
い
こ
と
や
る
。
白
い

壁
と
青
い
屋
根
の
ヴ
ィ
ラ
に
、

ま
る
で
使
用
人
の
詰
所
の
よ
う

な
一
室
を
安
く
借
り
た
。
確
か

に
部
屋
は
狭
い
し
、
お
世
辞
に

も
綺
麗
と
は
言
え
な
い
が
、
窓

を
開
け
る
と
真
っ
青
な
海
が
広

が
り
、
心
地
よ
い
風
が
吹
き
抜

け
る
。
そ
れ
で
良
い
の
だ
！

　

ビ
ー
チ
は
目
の
前
で
、
坂
を

降
り
て
１
分
。
白
い
砂
の
ビ
ー

チ
に
は
程
よ
い
数
の
人
が
い

た
。
水
の
温
度
、
透
明
度
、
ビ

ー
チ
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
人
々
、

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
景
色
、
何
を

と
っ
て
も
こ
こ
は
最
高
の
ビ
ー

チ
で
、
フ
レ
ン
チ
・
リ
ベ
エ
ラ

よ
り
上
か
も
し
れ
な
い
。
砂
地

で
焼
け
る
と
海
に
飛
び
込
む
。

そ
の
気
持
ち
良
さ
。
ミ
コ
ノ
ス

最
高
！
（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
日
記

第
３
話　

エ
ー
ゲ
海
へ
の
船
出

　

先
日
、
福
井
県
若
狭
町

に
あ
る
「YUMI KATSURA 

MUSEUM WAKASA

」
を
見
学

し
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
２
年

4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
お
そ
ら

く
日
本
唯
一
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

桂
由
美
さ
ん
は
日
本
の
み
な
ら

ず
世
界
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
第
一
人
者
で
、

Yumi Katsura

の
ド
レ
ス
で
結

婚
し
た
花
嫁
は
世
界
で
約
70
万

人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
花
嫁

が
最
高
に
美
し
く
輝
く
ド
レ
ス

を
着
て
、
最
高
に
ハ
ッ
ピ
ー
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら

ド
レ
ス
を
創
り
続
け
て
き
た
桂

由
美
さ
ん
が
メ
イ
ン
デ
ザ
イ
ナ

ー
を
務
め
る
同
館
は
、「BRIDAL 

LAND WAKASA

」
と
い
う
国

産
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
数

多
く
の
商
品
を
生
み
出
し
て
い

る
株
式
会
社
ア
ル
フ
ァ
ブ
ラ
ン

カ
の
自
社
工
場
に
で
き
た
ブ
ラ

イ
ダ
ル
を
テ
ー
マ
と
し
た
複
合

施
設
の
一
部
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
だ
け
で
な
く
ド
ー
ム
型
の
ガ

ゼ
ボ
、
庭
園
ラ
ン
ウ
ェ
イ
、
カ

フ
ェ
、
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
、
工

場
見
学
な
ど
製
作
現
場
体
験
が

楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
館
内
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ

る
と
、ま
さ
に
純
白
の
世
界
で
、

入
館
料
を
払
う
と
、
希
望
に
よ

っ
て
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
館
内
を

ガ
イ
ド
し
て
く
れ
ま
す
。
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
の
近
く
に
は
、
馬
車

が
あ
り
、
こ
れ
は
桂
由
美
さ
ん

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド

製
の
馬
車
だ
そ
う
で
、
そ
の
奥

に
は
レ
イ
ン
ボ
ー
柄
の
6
色

の
ド
レ
ス
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
近
く
に
あ
る

「
三
方
五
湖
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ

ン
」
の
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
に
あ

や
か
っ
て
い
る
そ
う
で
、
い
ず

れ
も
一
緒
に
記
念
撮
影
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
２
階
の
ド
レ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
残
念
な
が
ら
撮
影
禁
止
で

す
が
、
桂
由
美
さ
ん
の
書
斎
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
部
屋
を
通
り
抜

け
、
１
９
６
０
年
〜
２
０
２
０

年
代
ま
で
の
桂
由
美
さ
ん
デ
ザ

イ
ン
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ド
レ
ス

が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
日
本

の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
変

遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
９
６
０
年
代
初
頭
の
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
ド
レ
ス
で
の
挙
式
は
わ

ず
か
3
％
程
度
だ
そ
う
で
、
貴

重
な
資
料
だ
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
素
材
、
デ
ザ
イ
ン

の
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
り
抜
か

れ
た
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
ド
レ

ス
や
福
井
の
伝
統
工
芸
「
越
前

和
紙
」で
つ
く
ら
れ
た
ド
レ
ス
、

五
木
ひ
ろ
し
さ
ん
夫
妻
ら
著
名

人
が
結
婚
式
で
着
用
し
た
衣
装

な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
階
で
は
ド
レ
ス
着
用
体
験

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

着
用
と
ス
タ
ジ
オ
で
の
撮
影
で

１
万
２
１
０
０
円
で
す
の
で
、

そ
れ
な
り
の
料
金
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
確
認
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
男
性
も
着
用
を
希
望
す
れ

ば
着
用
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か

…
）

　
庭
園
に
は
45
メ
ー
ト
ル
の
庭

園
ラ
ン
ウ
ェ
イ
が
の
び
、
正
面

に
は
ド
ー
ム
型
の
ホ
ワ
イ
ト
ガ

ゼ
ボ
が
あ
り
、
実
際
に
挙
式
を

あ
げ
る
こ
と
も
で
き
る
そ
う
で

す
。

　
そ
の
ほ
か
、
カ
フ
ェ
や
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
、

平
日
に
は
工
場
で
ド
レ
ス
づ
く

り
の
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
十
分
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

桂由美ブライダル
ミュージアム
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 EVENT　
■日本のお正月を祝う家族向けプログラム＝ 1/28　
12:30　Japan Society（333 E 47th St.）太鼓マサラ
による和太鼓に合わせた獅子舞、餅つき、書き初め、
和凧作りなど、日本のお正月をテーマにしたアクティ
ビティが行われる。入場料：一般 $18、会員 $12、2
歳以下は無料。
詳細は https://japansociety.org/ 
■ ガ バ ナ ー ズ 島・ 第 3 回 氷 の 彫 刻 シ ョ ー =2/3　
Governors Island　ガバナーズ・アイランド・アーツ
とタイムズスクエア・アーツ主催のイベント。公募
で選ばれた 10 人のアーティストが氷彫刻家とペアを
組み、2 時間の公開イベントで作品を作り上げる。来
場者は氷彫刻ができるまでを見学でき、イベントの
最後に「ピープルズチョイス賞」として投票できる。
詳細は https://www.govisland.com
■ NYC・ウインター・アウティング＝ 2/4 まで　観
光オフシーズンに恒例の 4 つのプロモーションイベ
ントが開催中。宿泊費が 24％オフになる「ホテル
ウィーク」、プリフィックス料金で特別メニューが味
わえる「レストランウィーク」、1 枚の値段で 2 枚の
チケットが手に入る「ブロードウエーウィーク」と「マ
ストシーウィーク」で冬の NY を楽しもう。
詳 細 は https://www.nyctourism.com/nyc-winter-
outing
■「近畿連合」の節分を祝う会＝ 2/4 17:00  NY 日
系人会（49 W 45th St. 5F）NY 京都倶楽部は近畿全
県人会と「近畿連合」を結成し、節分を祝う会を開
催。恵方巻き、お好み焼き、たこ焼きなどが振る
舞われる。飲み物は各自持参。先着 40 人。参加費
＄35（当日現金にて支払う）。問い合わせはＥメール
nywakayamakenjinkai@gmail.com（まゆみさん）ま
で。参加希望者は申し込みリンク https://forms.gle/
nW2RY95sMtJ16YyX7 から。
■「Shoppe Object」 ＝ 2/4 ～ 2/6  PIER 36（299 
South St）世界中から魅力的な製品が集まるホーム
＆ギフト・トレードショー。今年は日本からも 30 企
業以上が参加し、高品質な製品が展示される。今回
は PIER 36 と Skylight at Essex Crossing（200 Broome 
St）の 2 つの会場で開催される、ショップオーナー
必見の展示会。
詳細は https://shoppeobject.com
■ 第 42 回 NY エ
ンタメの会＝２/5　
19:30　RESOBOX

（91 E 3rd St） ゲ
ストスピーカー
はプロボクサー
の吉田実代さん。
これまでの道の
り、アメリカに来
てからの挑戦と
これからについ
て語る。1 分間自
己 PR コ ー ナ ー、
交流会も行われ
る。参加費：一般
＄20、学生＄10。
予 約 は E メ ー
ル ny.entame@
gmail.com まで。

CLASS/SEMINAR
■トーク「隈研吾とエリエタ・アタリ : 『Mirror in the 
Mirror』を振り返る」＝ 2/9  18:30 Japan Society（333 
E 47th St）ハーバード大学デザイン学部建築学科講
師のセン・クアン教授が司会を務め、隈氏とアタリ
氏、コロンビア大学 マイヤー・シャピロ美術史学科
のバリー・バーグドール教授が建築と写真の領域に
おいて作品の広範囲に及ぶ意義を議論する。入場料：
一般＄22、JS 会員・学生・シニアは＄17。
詳細は https://japansociety.org

■コロンビア大学産婦人科医、常盤まこと講演会「家
族再考」＝ 2/11 11:00  NY 日系人会（49 W 45th St, 
5F）「家族再考」をテーマに、日米の出産・育児の考
え方の違い、その上で感じた夫婦の在り方や育児の
関わり方、海外生活・慣れない環境での子育ての悩
みなどについて話す。定員 70 人。問い合わせは電話
212・980・4211（Ｅ 53 ウェルネススタジオ）参加費：
1 人＄25、2 人＄40
詳細は http://e53wellnessnyc.com/campaign/1482

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ART
■ SAKAI 絵 画 展「SAKAI ART SHOW 2024」 ＝ 1/31
ま で　Uke Hut（36-01 36th Ave. Long Island City）
NY を拠点にアーティスト、ボサノバアーティスト、
ウクレレマスター、シンガーソングライターとして
活動する SAKAI 氏の作品展。60 点ほどの作品を展示
する。入場無料。
詳細は https://www.sakaiartnewyork.com/
■「極秘のこだわり～画家ポールジェンキンスと日
本美術コレクション～」＝ 2/9 ～ 3/1　日本ギャラ
リー（145 W 57th St. 5F）アメリカの抽象表現主義画
家ポール・ジェンキンス（1923 ～ 2012）と、その
妻スザンヌ・ジェンキンス （1948 ～ 2023）の日本美
術コレクションを紹介する展覧会。入場無料。
詳細は https://www.nipponclub.org/?lang=ja

　

日
本
に
ゆ
か
り
の
あ
る
タ
ウ

ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス（
１
８
５
８

年
日
米
修
好
友
好
条
約
を
締
結

し
て
の
ち
初
代
駐
日
米
国
大
使

に
就
任
）
が
建
学
し
た
Ｎ
Ｙ
市

立
大
学
の
コ
ー
エ
ン
資
料
室
付

属
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
日
本
在
住
の

画
家
、
山
添
洋
氏
の
個
展
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
山
添
氏
は
長

野
県
軽
井
沢
町
在
住
。
ロ
グ
ハ

ウ
ス
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
経
営
す

る
か
た
わ
ら
画
業
を
続
け
、
そ

の
作
品
は
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め

ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
な
ど

で
美
術
賞
に
輝
く
な
ど
海
外
で

の
評
価
も
高
い
。

　

市
立
大
学
で
の
展
示
は
４
回

目
。
同
氏
の
ジ
ャ
ン
ル
は
一
貫

し
て
油
彩
で
、
題
材
は
心
に
響

い
た
自
然
の
風
景
が
中
心
だ
。

本
展
で
は
中
国
の
九
寨
溝
や
、

ネ
パ
ー
ル
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
、

南
西
諸
島
の
加
計
呂
麻
島
な
ど

山
添
氏
が
旅
先
で
出
会
っ
た
景

色
が
計
25
点
並
ぶ
。
い
ず
れ
も

朝
ま
だ
き
や
日
没
、
夕
暮
れ
な

ど
微
妙
な
太
陽
光
線
を
浴
び
て

海
山
が
一
瞬
見
せ
る
煌
め
き
を

生
け
捕
り
に
し
た
秀
作
ば
か

り
。
見
る
も
の
を
居
な
が
ら
に

し
て
世
界
自
然
旅
行
に
誘
う
。

「
特
に
、
近
年
訪
れ
た
北
海
道

上
川
郡
美
瑛
町
に
あ
る
「
青
い

池
」。
こ
れ
は
国
内
外
を
旅
し

た
中
で
も
非
常
に
印
象
深
く
青

の
美
し
さ
を
表
現
し
た
く
て
力

を
入
れ
た
作
品
で
す
」
と
語
る

山
添
氏
。
旅
先
で
の
ス
ケ
ッ
チ

は
軽
井
沢
の
ア
ト
リ
エ
に
持
ち

帰
り
、
高
原
の
清
ら
か
な
空
気

の
中
で
丁
寧
に
仕
上
げ
す
る
と

い
う
。

　

確
か
に
青
い
絵
が
多
い
。「
よ

く
海
外
で
もYamazoe Blue

な
ん
て
言
わ
れ
ま
す
ね
。
青
に

惹
か
れ
る
の
で
す
」
真
紅
の
落

陽
を
描
い
て
も
空
や
海
に
必
ず

青
が
入
る
。
朝
日
に
輝
く
雪
山

も
影
の
部
分
が
深
く
青
い
。
西

洋
絵
画
で
は
青
は
「
神
の
色
」

「
高
貴
な
色
」
と
し
て
扱
わ
れ

て
き
た
。
山
添
氏
の
自
然
に
対

す
る
畏
敬
は
と
こ
と
ん
群
青
で

表
現
さ
れ
て
い
る
。
僭
越
な
推

測
だ
が
、
軽
井
沢
と
い
う
制
作

環
境
が
醸
し
出
し
た
ス
タ
イ
ル

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
会
期
は

２
月
９
日
ま
で
。（
中
村
英
雄
）

青い池（美瑛）No.10

Cohen Library Archive Gallery
160 Convent Ave

North Academic Building
Room 5/333

New York  NY 10031
Tel: 212-650-7155

開廊時間　10:00-17:00

高
原
が
生
む
デ
ィ
ー
プ
ブ
ル
ー

山
添
洋
Ｎ
Ｙ
展
コ
ー
エ
ン
資
料
室

付
属
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

三
味
線
愛
好
家
グ
ル
ー
プ
三

友
会
の
演
奏
会
「
お
弾
き
初
め

２
０
２
４　NY de 

長
唄
」
が

２
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
天
理
文
化
協
会
（
西

13
丁
目
43
Ａ
番
地
）
に
て
開
催

さ
れ
る
。
三
友
会
メ
ン
バ
ー
の

久
美
子
マ
ー
チ
ン
（
代
表
）、

瓜
阪
幸
博
、
清
水
喜
美
子
、
今

井
恵
、
神
保
麻
子
、
ジ
ョ
フ
・

ガ
ー
シ
ュ
、
須
坂
ト
ラ
ビ
ス
の

ほ
か
、
杵
屋
喜
三
雄
（
唄
）
が

日
本
よ
り
賛
助
出
演
す
る
。
入

場
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ

ー
ルkumikomartin@gmail.

com

（
久
美
子
マ
ー
チ
ン
さ
ん
）

ま
で
。

三
友
会 

お
弾
き
初
め

２
０
２
４　

N
Y de 

長
唄

Photo: ©Hartmann Books
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